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＜研究報告＞

被災地の看護系大学の災害ボランティア活動における 
学生の学びのプロセス

久保木　紀子 1)　眞砂　照美 2)　山崎　登志子 3)　川崎　裕美 4)

恒松　美輪子 4)　梯　正之 4)

Learning Process in Disaster Volunteer Activities of Nursing College Students in 
Disaster Areas

Noriko Kuboki1), Terumi Masago2), Toshiko Yamazaki3), Hiromi Kawasaki4), 
Miwako Tsunematsu4), Masayuki Kakehashi4)

キーワード	 :  看護学生、災害ボランティア、学びのプロセス、1.5 人称の看護
KEYWORDS	:  Nursing Students, Disaster Volunteers, Learning process, the 1.5-person 

perspective in nursing

抄録

目的： 被災地の看護系大学の看護学生が、災害ボランティア活動に継続して参加した体験から得られた学びの
プロセスを明らかにする。

方法： 被災地の看護系大学の看護学生で災害ボランティア活動を継続して行っている 11 名に、フォーカスグ
ループインタビュー調査を実施し、修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチにより分析した。

結果： 看護学生は、〈災害は自分たちとは無縁〉であるという【3 人称 2 次元感覚フェーズ】から、自分たちが【被
災という 1 人称体験フェーズ】の中で、〈助けたり、助けられたり〉という【1 人称と 2 人称の交互体験フェー
ズ】を経て、地域の被災者である【身近な 2 人称へ思いが動くフェーズ】へと移行する。災害ボランティ
ア活動で、〈被災者の思いに踏み込めない〉と不安になる看護学生も、〈思いのたけを話してくださる被
災者〉に励まされ、健康支援の〈経験の価値を実感する〉という、大学の【学修と実践が循環していく
フェーズ】に移行していた。そして、〈立場を超えてつながる〉人々との体験を加え、〈将来の看護師像
が描けるようになる〉のであった。被災者との継続したコミュニケーションから、1 人称と 2 人称の間
をやわらかく行き来できる、「1.5 人称の態度（姿勢）」を得ていた。さらに、〈看護学生のまなざし〉か
ら、医療者として 1 人称の立場に立ちつつも 2 人称である患者に寄り添い、信頼関係を構築していく「1.5
人称の看護」について学んでいた。

結論： 看護学生は、大学での学びと災害ボランティア活動の経験をリンクさせながら、被災者支援のあり方を
学ぶ経験をしていた。さらに、自身の被災体験と被災者との継続した関わりから「1.5 人称の態度（姿勢）」
を得て、看護学生のまなざしをもち「1.5 人称の看護」を学んでいた。

1)　横浜創英大学　看護学部　Faculty of Nursing, Yokohama Soei University
2)　佛教大学　社会福祉学研究科　Graduate School of Social Welfare, Bukkyo University
3)　広島国際大学　看護学部　Faculty of Nursing, Hiroshima International University
4)　広島大学　医系科学研究科　Graduate School of Biomedical and Health Sciences, Hiroshima University
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Ⅰ．はじめに
近年、自然災害により甚大な被害がもたらされて

おり、災害後の被災地支援は重要である。その中で
も、災害ボランティアによる支援活動が果たす役割
は大きい。東日本大震災後のボランティア参加状況
については、200 校近くの大学が復興支援活動に関
与していると見られることから（市川 ,2015；野津 ,
山本 ,2013）多くの大学生が災害ボランティア活動
に参加していたと考えられる。また、災害ボランティ
アは、災害復旧、災害救援に関わる直後の活動だけ
でなく、その後の復興支援や平常時の防災・減災に
関わる活動も含む幅広い活動を行うボランティアと
考えられ（菅麿 ,2007）、災害発生時のみではなく復
興支援や平常時においても、継続してボランティア
活動を行うことが求められている。そのため、災害
ボランティアのニーズは高く、大学生の積極的な参
加が期待される。さらに、最近の情勢では、大規模
災害によりインフラの遮断や感染症の蔓延により、
災害ボランティアが被災地外より支援に向かうこと
が難しい局面もあり、被災地や近隣からの支援が重
要視されていることから、被災地での大学生のボラ
ンティア活動が求められると考える。

大学生の災害ボランティア活動への参加は、復興
支援や地域支援に貢献するだけではなく、学生の成
長につながる教育的意義をもつことが報告されてお
り（飯ほか ,2012）、大学生の災害ボランティア活
動の重要性が認識されている。

看護学生においては、災害ボランティア活動が実
習同様に実践的な看護の学びの場になっているとの
報告や（富澤ほか ,2014）、コミュニケーションの難
しさや住民のニーズをとらえる努力、看護過程と同
じ問題解決思考の必要性が述べられている（中島ほ
か ,2013）。これらのことから、看護教育における
災害ボランティア活動の学びは意義深いと考える。
したがって、自然災害が多く発生する日本において、
被災地の大学生が災害ボランティア活動に携わるこ
とや災害発生時のみではなく復興支援や平常時にお
いても継続してボランティア活動を行うことが求め
られている社会情勢の中で、実際に「平成 30 年豪
雨災害」の被災地で継続して災害ボランティア活動
を行った看護学生の学びのプロセスを明らかにする
こととした。

Ⅱ．目的
本研究の目的は、被災地の看護系大学の学生が、

災害ボランティア活動に継続して参加した体験から
得られた学びのプロセスを明らかにすることであ
る。

Ⅲ．用語の定義
１．被災地

災害によって被害を受けた地域。

２．被災者
災害に遭遇し、生命・身体への影響を受けた人

（人々）、あるいは生活基盤に被害を受け、自立して
生活することが困難となったり、心に影響を受け支
援を必要とする人（人々）（日本災害看護学会 ,2019）。

３．学び
先行研究（石沢ほか ,2024）に倣い「学習や経験

を通じて知り得た、知識、態度、技術などを自らの
ものとして、身につけていくこと、あるいは身につ
けたこと」と定義した。

Ⅳ．研究方法
１．研究デザイン

本 研 究 は、 木 下（2017,2020） に よ る、 修 正 版
グラウンデッド・セオリー・アプローチ（Modified 
Grounded Theory Approach：以下、M-GTA）にも
とづき分析を行った。M-GTA は限定された範囲内で
の社会的相互作用の中で変化していく内的体験を明
らかにするという点で、看護学生と被災地住民との
間、また看護学生とサポートする社会福祉協議会の
職員および看護教員との間に相互作用が見られるこ
とから、本研究の分析に適していると考えた。

2．研究協力者
研究協力者の募集は、「平成 30 年 7 月豪雨災害」

の被災地にある、A 看護系大学で災害ボランティア
活動を継続して行っている、1 年次、2 年次の看護
学生を除外した 18 名に、研究協力依頼のメールを
研究代表者より一斉に送信し、調査協力の承諾を得
られた者とした。1 年次、2 年次を除外した理由は、
基礎看護学を修了していないためである。

３．災害ボランティア活動の実施状況
「平成 30 年 7 月豪雨災害」は、A 看護系大学の所

在地にも甚大な被害をもたらし、死者や負傷者も多
数あった。土石流や斜面の崩落倒木、冠水などによっ
て道路は通行不能となり、土石流により携帯電話基
地局や電気設備も損壊した。断水も深刻な状況が続
いた。大学教育においては、休講や臨地実習の中止
など余儀なくされた。

発災から２か月経過したころより、災害応急対応
の見通しが立ち、応急仮設住宅の提供など災害復興
の取り組みが進められる状況となった。
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災害復興にむけた支援として、2018（平成 30）
年 12 月より、被災地にある大学として、地域貢献
を目的に災害ボランティア活動を開始することと
なった。災害ボランティア活動への参加を希望した
有志の 1 年次から 4 年次の学生 22 名が社会福祉協
議会と協働して、仮設住宅での健康教室、健康相談、
会食交流会、仮設住宅周辺の環境整備など、被災住
民の方との交流を深める活動を中心に健康支援活動
を実施した。活動を行うにあたり、社会福祉協議会
担当職員との事前打ち合わせや活動内容についての
助言を得て、災害ボランティア活動を行った。また、
顧問の看護教員が随時活動への助言を行い、学生
リーダーを中心に概ね月に１回の頻度で、活動を継
続して行っていた。

４．データ収集方法
調査期間は、2020 年 2 月から 2020 年 11 月であっ

た。調査は、災害ボランティア活動を１年以上継続
して活動した時期に設定した。データの収集は、イ
ンタビューガイドを用いたフォーカスグループイン
タビュー（Focus Group Interview：以下、FGI とする）
を実施した。FGI は、研究協力者の相互作用により
自由な発言を促し、単独インタビューでは得られな
い、多様な意見の引き出しが期待できることから採
用した（大滝 ,2001）。1 グループ 2 ～ 4 名の参加
者とし、各グループ 1 回、計 4 回実施した。グルー
プ編成は研究協力者が発言しやすいよう、同学年の
学生とした。面接時間は 90 分とし、インタビュー
ガイドに沿って実施した。インタビューガイドの内
容は、①災害ボランティア活動に参加しようと思っ
たきっかけについて、②災害ボランティア活動を継
続している理由について、③災害ボランティア活動
に参加したことで、現在の学修や将来の仕事で活か
せることや学んだことはあるかについて、自由に率
直に語ってもらった。インタビュアーは学生の所属
する A 大学以外の質的研究に精通している研究者
が実施し、成績評価などを考えて発言することがな
いように配慮した。インタビューの場所は、研究協
力者の希望により設定した。また、当初は対面での
インタビュー調査を実施していたが、Coronavirus 
disease (COVID-19) の感染拡大により、オンライン
ツール「Zoom」でのインタビュー調査とした。オ
ンラインツール「Zoom」を使用する際は、会議パ
スワード機能の有効化、待機室経由での参加など、
推奨されるセキュリティ対策をとったうえで、プラ
イバシーが保たれる環境で行った。インタビューの
内容は同意を得て IC レコーダーに録音をした。

5．分析方法
分析焦点者を「災害ボランティア活動を行ってい

る被災地の看護系大学の看護学生」、分析テーマを
「災害ボランティア活動で得られた学びのプロセス」
と設定した。収集したデータを用いて生成した概念
から、相互に関係のある概念をまとめ、カテゴリー
を生成した。概念やカテゴリーの関係性から必要と
判断された場合は、サブカテゴリーを生成した。こ
れらのプロセスを通して概念とカテゴリー、サブカ
テゴリーの関係が最終的にまとまったものを結果図
とし、ストーリーラインを作成した。その時点で、
新たな概念やカテゴリーの生成に発展しない段階で
あったため理論的飽和化に達したと判断した（木下 , 
2017, 2020）。

分析の真実性を確保するため、分析の全段階にお
いて、M-GTA に精通した研究者からスーパーバイズ
を受けた。

６．倫理的配慮
調査の概要と方法、研究への協力は個人の自由意

思に基づくものであり強制力は働かないこと、協力
への撤回が可能であること、研究に協力しない場合
でもなんら不利益は被らないこと、学生の成績評価
には一切影響がないこと、また話したくない質問に
は答えなくてもよいこと、心理的に負担を感じた際
はインタビューを中止するなど心理的侵襲を受ける
ことのないように十分に配慮すること、体調不良が
生じた場合の対応として相談窓口の紹介、プライバ
シーの保護、得られたデータは研究目的以外には使
用しないことを口頭で説明し、倫理的配慮に関して
記載した調査協力依頼書で承諾を得た。さらに、調
査時には、個人を特定しうる情報はすべて意味のな
いアルファベットに置き換えてインタビューを行っ
た。

なお、本研究は、研究倫理審査委員会の承認を
得て実施された（広島大学疫学研究倫理審査委員
会：承認番号Ｅ -1887）。研究開始後に Coronavirus 
disease (COVID-19）の感染が拡大したため、対面
でのインタビュー調査からオンラインでのインタ
ビュー調査に変更をした。これについても、研究倫
理審査委員会の承認を得た（広島大学疫学研究倫理
審査委員会：承認番号Ｅ -1887-1）。

Ⅴ．結果
１．研究協力者の概要

研究協力者は、被災地の A 看護系大学の看護学生
（以下、看護学生とする）11 名（4 年次生 8 名、3
年次生 3 名）で、全員が女性であり居住地は A 看護
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系大学の所在地であった。災害により、生命・身体
への影響を受けた者、あるいは生活基盤に被害を受
け、自立して生活することが困難となったり、心に
影響を受け支援が必要となった者はいなかった。表
1 に FGI のグループを示した。

２．分析結果
データ分析の結果、21 概念と 6 カテゴリーが抽

出された（表 2）。それにより、結果図を作成しストー
リーラインとして文章化した。 

以下、カテゴリーを【　】、サブカテゴリーを［　］、
概念を〈　〉で示し、具体例を「斜字」で示した。

表 1　グループインタビューのグループ
協力者 組 インタビュー実施方法

A
B
C

1 組 対面

D
E
F

2 組 Zoom

G
H
I

3 組 Zoom

J
K 4 組 Zoom

表 2　カテゴリー・概念・定義の一覧
カテゴリー サブカテゴリー 概念 定義

3 人称 2 次元感覚
フェーズ

災害は自分たちとは無縁
災害は自分たちとは関係ないと思い、普段どおりの生活を送っていたというこ
と

被 災 と い う 1 人
称体験フェーズ

非常事態を察知して備える 大規模な災害の発生を察知し、身の周りから備えようとすること

一時避難の居場所を決めていく 非常事態の中で一時的な避難の居場所を決めていくということ

1 人称と 2 人称の
交互体験フェーズ

助けたり、助けられたり 友だちでお互いに助けたり、助け合ったりしたということ

身 近 な 2 人 称 へ
思いが動くフェー
ズ

被災者支援に思いが動く
困難な状況に陥っておられる被災者に何かできないかと被災者支援に気持ちが
動いていくこと

自分たちにもできることがある 些細なことでも何か自分たちにできることがあるのではないかと思うこと

この地域にお返しがしたい 学生でいる期間に何か地域にお返しがしたいと思うこと

学修と実践が循環
していくフェーズ

キャンパスでの
学修と被災地支
援活動をリンク
させていく

被災者の思いに踏み込めない
被災者のつらさや苦しさに気持ちを馳せる一方で、どこまで踏み込んでいいの
か気持ちが揺れ動くこと

タイムリーな出会い
支援活動を紹介する教員との出会い、仮設住宅の被災者の映像を見る、社会福
祉協議会等のタイムリーな出会いを体験していること

思いのたけを話してくださる被災者 被災者は学生に心を開いて思いを語ってくださっているということ

経験の価値を実感する
授業で学ぶだけでなく体験することで、現場でリアルな価値を実感するという
こと

ビブスをつけた看護師ロールモデル
ビブスをつけて活動する看護師は、まさに自分たちのロールモデルであるとい
うこと

ハイブリッドな教員の存在
学生を指導している看護教員は実践者でもありハイブリッドな存在であるとい
うこと

地域をとらえる

地域と心がつながっている
自分の故郷でないとしても学生は地域とつながっている、地域との一体感を感
じているということ

壊されていく被災地の生活を慮る
過去に知っていた災害とは違う、被災地の日常生活が壊されていることを深く
考えていくこと

日常を取り戻していく
経過とともに、被災者が日常を取り戻していかれる姿をみることができたとい
うこと

社会の変化を視る
日常を取り戻していく一方で、変化していく社会の中で被災者の不安を想像し
ていくこと

1.5 人称の体験で
支援の襷を渡して
いくフェーズ

立場を超えてつながる
被災者支援の場では、国内外のボランティア、社会福祉協議会のスタッフ、看
護師、保健師、そして、一番は被災者の地域住民がその場に加わり、立場を超
えてつながっていくということ

看護学生のまなざし 支援活動において看護学生ならではの着眼点、視点があるということ

将来の看護師像が描けるようになる
支援活動を行う中で将来のなりたい看護師のイメージを描くことができるよう
になっていくということ

後輩への襷をつなぐ
活動を経験したからこそわかったことがあり、この活動継続の使命を後輩に襷
を渡して支援を続けなければならないという思いを持つこと
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1) ストーリーライン
分析によって得られた結果図を図１に示す。ス

トーリーラインは以下のとおりである。看護学生は、
〈災害は自分たちとは無縁〉であるという【3 人称 2
次元感覚フェーズ】から、自分たちが【被災という
1 人称体験フェーズ】の中で、〈助けたり、助けら
れたり〉という【1 人称と 2 人称の交互体験フェー
ズ】を経て、〈被災者支援に思いが動く〉、〈自分た
ちにもできることがある〉、〈この地域にお返しがし
たい〉と考え、【身近な 2 人称へ思いが動くフェーズ】
へと移行する。災害ボランティア活動で健康支援を
開始するが、〈被災者の思いに踏み込めない〉と不
安になる看護学生も、被災地支援を行っている看護
師を〈ビブスをつけた看護師ロールモデル〉として、
また、実践と理論を駆使する〈ハイブリッドな教員
の存在〉や〈思いのたけを話してくださる被災者〉
に励まされ、〈経験の価値を実感する〉という〔キャ

ンパスでの学修と被災地支援活動をリンクさせてい
く〕ことが学びにつながる【学修と実践が循環して
いくフェーズ】に移行する。活動をする中で、地域
と心がつながっている〉と感じる学生は、〈壊され
ていく被災地の生活を慮る〉ことをしながら、経過
とともに〈日常を取り戻していく〉被災者や地域の
様子を見て、社会へと視点を移していき〈社会の変
化を視る〉中で〔地域をとらえる〕ことをしていた。
そして、このような経過からの体験を通して〈看護
学生のまなざし〉で災害ボランティア活動を行って
いき、〈立場を超えてつながる〉人々の体験を加え、

〈将来の看護師像が描けるようになる〉のである。
さらに、被災者との継続したコミュニケーションか
ら、「1.5 人称の態度（姿勢）」（中野，2020）を得て、
被災者の気持ちに寄り添うことを実践し「1.5 人称
の看護」を学び、【1.5 人称の体験で支援の襷を渡し
ていくフェーズ】へと移行していた。

 

【学修と実践が循環していくフェーズ】

【身近な２人称へ思いが動くフェーズ】

【１人称と２人称の交互体験フェーズ】

助けたり、助けられたり

【被災という１人称体験フェーズ】

非常事態を察知して備える

一時避難の居場所を決めていく

【３人称２次元感覚フェーズ】

災害は自分たちとは無縁

被災者支援に

思いが動く

自分たちにも

できることが

ある

〔キャンパスでの学修と被災地支援活動を

リンクさせていく〕

被災者の

思いに

踏み込めない

思いのたけを

話してくださる

被災者

経験の価値を

実感する

タイムリーな

出会い

ハイブリッドな

教員の存在

ビブスをつけた

看護師ロール

モデル

〔地域をとらえる〕

地域と心が

つながって

いる

日常を

取り戻していく

壊されていく被災

地の生活を慮る

【１.５人称の体験で支援の襷を渡していくフェーズ】

将来の看護師像が描けるようになる

後輩への襷をつなぐ

看護学生のまなざし 立場を超えてつながる

概 念

【カテゴリー】

〔サブカテゴリー〕

カテゴリーの移行

影響

この地域に

お返しがしたい

社会の変化

を視る

図 1．「被災地の看護系大学の災害ボランティア活動における学生の学びのプロセス」結果図
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2) カテゴリーと概念の分析結果
(1)【3 人称 2 次元感覚フェーズ】

このカテゴリーは、〈災害は自分たちとは無縁〉の
概念によって構成される。学生は普段と変わらない
状況の中、大変な災害が起こっているという危機的
状況・非常事態の認識はなく、大丈夫だろうと思い、
災害は自分たちとは関係のない、3 人称である誰か
が、映像の向こうで被災するという二次元の感覚で
日常生活を送っていたことを示す。

「確か雨が降り始めた時は、友達といて、なんか自
分自身、大雨で災害が起きるとかっていう経験をし
たことがなかったから、いつもの大雨警報ぐらいま
でかなって思ってて。（E）」
(2)【被災という 1 人称体験フェーズ】

このカテゴリーは、〈非常事態を察知して備える〉、
〈一時避難の居場所を決めていく〉の 2 つの概念に
よって構成される。普段と異なる周囲の状況を、降
り続ける雨やいつもと違う道路の状況、SNS のフォ
ロワーの情報から察知し身の回りの備えをしようと
しているが、学生の家族には、そんなに心配する必
要はないと言われたりもしている。徐々に深刻な状
況になる中で、豪雨災害の危険を察知して、安全な
場所を考えて居場所を決めていった。それは避難所
ではなく、他県の安全な場所である実家などであっ
た。ライフラインが寸断され、帰省が叶わなかった
学生や地元の学生は、現在の居所に留まることを決
めていった状況を示す。

「すごくいろいろ考えたんですけど、電気が止まっ
たら電子レンジも使えないし、ガスも使えなくなっ
て、冷蔵庫も止まって、そしたら、何がおいしく食
べられるのだろうって（省略）コンビニでパンをいっ
ぱい買って、で、お水も止まるかもしれないと思っ
たので、お水とかを買い込んでね、家に帰ったんで
すよ。（B）」「やっぱり、大学 1 年生で、そういう（豪
雨災害の）出来事に遭ったっていうとやっぱり、な
んか、少なからず不安とかがけっこうあって。で、
途中で 1 回、携帯が圏外になった日があって。その、
圏外になったらけっこう怖くて、とりあえず急いで
お母さんに電話して、いつ途切れるかわからんけん
と言って、なんか親からも、帰ってこれるんだった
ら早く帰ってきて、みたいな心配されて。（F）」
(3)【1 人称と 2 人称の交互体験フェーズ】

このカテゴリーは、〈助けたり、助けられたり〉の
概念によって構成される。被災した学生は、断水や
食糧のない生活が続いたが、大学からの支援や友人
間での助け合いがあり、助けたり、助けられたりと
いう互助の関係が成り立っていたことを示す。

「実家に帰る子がたくさん物をくれるんですよ。お

風呂も入っていいよって言って鍵も借りて、勝手に
使うっていう。良くしてもらいました。（E）」
(4)【身近な 2 人称へ思いが動くフェーズ】

このカテゴリーは、〈被災者支援に思いが動く〉、
〈自分たちにもできることがある〉、〈この地域にお
返しがしたい〉の概念によって構成される。看護学
生は、自分たちの状態よりもさらに深刻な、地域の
被災状況を目の当たりにする。2 人称である、被災
者である目の前のひとへ思いを形にしてあらわした
いと考え、何か看護学生の自分たちにもできること
があるのではないかと考え始めていることを示す。

「あの、テレビで見た地区が知っている（ままの）地
区じゃなくて。なんか、できる人ができることをやっ
た方がいいかな、とは思っていたので。役に立ちた
いな、と思ってきました。（A）」「私も何か、（〇県
から〇市に）出てきた身で一人で出てきたんだけど、
こう、（地域に）よくしてもらって、なんか、だか
らこそできることじゃないですけど。（K）」「こうい
う人との交流とか好きなので、なんかできるかなっ
て。ま、なんか、友だちづて（つながり）で、みん
なが（ボランティア活動に）入ってると聞いて。私
はあと何年かしか（ここに）住めないからと思った
ときに、ちょっとできるかなと思って（ボランティ
ア活動に）入ったのがきっかけで。（C）」
(5)【学修と実践が循環していくフェーズ】

このカテゴリーは、サブカテゴリーの［キャンパ
スでの学修と被災地支援活動をリンクさせていく］
と〈タイムリーな出会い〉、〈被災者の思いに踏み込
めない〉、〈思いのたけを話してくださる被災者〉、〈経
験の価値を実感する〉、〈ビブスをつけた看護師ロー
ルモデル〉、〈ハイブリッドな教員の存在〉の概念で
構成される。もうひとつのサブカテゴリーは［地域
をとらえる］と看護学生として災害ボランティア活
動を継続することで、〈地域と心がつながっている〉、

〈壊されていく被災地の生活を慮る〉、〈日常を取り
戻していく〉、〈社会の変化を視る〉の概念で構成さ
れる。

活動をする中で被災者や看護師、社会福祉協議会
のスタッフ、他団体のボランティアとの関わりの中
で、大学での学びと実践をリンクさせながら学びを
深め、地域をとらえていった過程を示す。

「看護（の授業）でちょうど、なんかタイムリーに
災害のこととか。ちょうど授業で事前にやってたん
ですよ。（C）」「えっとー、血圧を測る技術を持って
いるっていうのは、結構大きかったかなという風に
思っています。何もなしにただ話に行くとなると、
やっぱり話しかけづらいかもしれないんですけど
も。血圧を測って、『いつも高血圧なのよ』とか、そ
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ういうふうに、ちょくちょく会話ができたので、そ
ういう技術を持っているっていうのも、大きかった
かなという風に思います。（J）」「私たちのバックアッ
プしてくださっているのが、社会福祉協議会の方、
市の方もいて、その社会福祉協議会の方はもう頻繁
に来ておられたので、仮設住宅に住んでいる方の名
前も知っているんですよ。で、この人はずっと籠っ
ているので、今日は声をかけてみようとか。（G）」「こ
う、やっぱり疾患じゃなくて今回は災害を経験した
人っていう人に対してどう関わることがいいのかと
か、直接お話することで聞くこともできるし、その
時に自分だと声掛けできるのかとか。（A）」「そのー、
やっぱり病院と生活や地域で暮らすってことは全然
違うなって思うので、やっぱり、今回みたいに何か
玄関の前に階段が 2 個あるとか、砂利道を歩かない
といけなくなったらやっぱり、鍛えていく条件とか
帰るときなんか条件も変わってくるんじゃないかな
と思うので、やっぱり、そういうところは、必要だ
しそういう面で看護師として、このボランティアに
関わっていくことは、とっても良いことなんじゃな
いかなって思います。（I）」
(6)【1.5 人称の体験で支援の襷を渡していくフェー
ズ】

このカテゴリーは、〈立場を超えてつながる〉、〈看
護学生のまなざし〉、〈将来の看護師像が描けるよう
になる〉、〈後輩への襷をつなぐ〉の概念によって構
成される。災害ボランティア活動を継続することで、
看護学生の自覚を持ち、看護学生でも行える健康支
援活動を他のスタッフと共に実践する中で、自身の
看護師像を描いていった。さらに、被災者との関わ
りの中で「1.5 人称の態度（姿勢）」（中野 ,2020）
を得ていた。

さらに、災害ボランティア活動を襷でつなぐよう
に、後輩である 1、2 年生へ渡していくことの過程
を示す。

「このボランティアっていうものを通して、なんか
一つその支援をしていくのに、保健師さんとか、専
門職の人の力も必要だとは思うんですけど、やっぱ
り地域住民の方、ボランティアとか、非専門職の方
とかもちゃんと協力をうながさないと、その地域全
体の支援にはつながらないのかなというのは思った
ので、地域住民をまとめた地域活動の在り方ってい
うのは、重要性っていうのはすごく感じたんですよ。

（I）」「私は災害のボランティアっていうのが、今ま
では土砂の処理とかをイメージしていたんですけ
ど、活動を通して、土砂の処理とかだけじゃなくて、
住民の方の話を聴くとか、気に掛けるっていうのも
必要な援助、これも必要なことだし、一回で終わら

ずに継続してボランティア活動していくっていうの
が大切なことなんじゃないかなと感じました。（G）」

Ⅵ．考察
１．被災地の看護学生が災害ボランティア活動を開
始し継続していくプロセス

看護学生が、災害ボランティア活動を開始するに
は、自身も被災した、1 人称体験から 1 人称と 2 人
称の交互体験を経て、身近な 2 人称へ思いが動き、
ボランティア活動を開始していた。そこには、地域
住民の存在があり、交流を行う中で顔見知りとなり、
住民のその後の体調を心配するなど、関係が深まる
ことが活動を継続する動機となっていたと考える。
さらに、地域をとらえて活動を行ったことも、活動
を継続した要因であると考える。〈地域にお返しが
したい〉という看護学生の思いがあり、それは、被
災する前より地域と大学との交流があり、平穏時よ
り「地域によくしてもらっている」という思いがあっ
たことが大きいと推察される。地域への思いがある
からこそ、いつも見慣れた景色が様変わりした光景
に呆然とし、自身の被災体験に重ね合わせ〈壊され
ていく被災地の生活を慮る〉ところから、災害ボラ
ンティア活動を継続していき、徐々に復興していく
様子をみながら〈社会の変化を視る〉ことで、被災
者の暮らしや健康状態をアセスメントする看護の視
点で活動を継続していた。災害各期をとおし継続し
てボランティア活動を行っていたからこその気づき
や学びであると考えられる。

災害ボランティア活動を継続することについて、
個人が活動を継続していくことも重要であるが、後
輩に襷を渡すようにして活動をつないでいくことも
重要な点である。後輩の中には、「平成 30 年豪雨災
害」後に、被災地以外から入学し、直接被災を経験
していない学生もいるが、先輩が被災の体験を語り
継ぐことで、平穏期まで災害ボランティア活動をつ
ないでいくことが出来ると考える。

２．災害ボランティア活動からの看護学生の学びの
プロセス

本研究結果から、学びを得る過程として【学修と
実践が循環していくフェーズ】が重要であることが
明らかになった。〈ビブスをつけた看護師ロールモ
デル〉の活動を知ることで、自身の将来の姿をイメー
ジし、看護学生の自覚が促されていた。仮説住宅の
健康支援活動で、健康相談や健康教育を実施する中
で、バイタルサイン測定の看護技術の重要さや健康
教育を被災地や被災者の生活状況や健康状態にあわ
せて行うことの意義や効果など、基礎看護学で学ん
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だことをベースにして実践することで、より具体的
に学ぶことができ〈経験の価値を実感する〉ことが
語られていた。これらの学びを深めていくためには、
学びを実践に結びつけることができるように指導を
行う〈ハイブリッドな教員の存在〉や、〈タイムリー
な出会い〉となった協働して活動を行っている社会
福祉協議会のスタッフの存在が必要であったと考え
る。被災地の現状や抱えている課題のレクチャー、
被災者一人ひとりの状況を説明してもらえること
で、対象者を理解し、心身の健康状態を把握して活
動を行うことが可能となった。さらに、社会福祉協
議会のスタッフや看護師、看護教員が被災者と関わ
る姿から、対人支援について学ぶことができたと語
られていたことから、災害ボランティア活動を行う
中での教育的なかかわりは重要であると考える。先
行研究では、岸田ほか（2019）は、「災害公営住宅
の住民との関わりから得た学びと、ボランティア活
動の仲間との関りから得た学びが認められ、その学
びにより学生には、内面の変化・成長がみられるこ
とがわかった。」と述べており、本研究と一致する
と考える。さらに Sijan et al.(2021) は、中国雲南
省魯甸県の地震被災地の病院における大学院修士課
程の看護学生ボランティアへのインタビュー調査か
ら、「実践の場で体験的に学ぶことで初めてそれが
役に立つ知識となること、体験した看護学生の人生
も変化させるような体験となること、住民にとって
何がよいことなのか考えること、学際的なメンバー
との協働」などが本研究と重なる部分と考えられる。
一方で、看護学生が何を体験して、それらをどのよ
うに捉え、それらがどのように態度や認識を変化さ
せていくのかというところまでは、明らかにされて
いない。本研究においては、看護学生は、災害ボラ
ンティア活動を行う中で〈被災者の思いに踏み込め
ない〉と悩み、どのようにコミュニケーションをとっ
てよいのか戸惑う中で、〈思いのたけを話してくだ
さる被災者〉の方と出会うことで、被災者の語りを
まずは聴くことが、思いに寄り添い支援をするため
の第一歩であることを学んでいた。被災地の状況を
理解し、被災者の思いに寄り添い支援をするために
は、1 人称と 2 人称の交互体験から得られる「1.5
人称の看護」（村上 ,2017）の視点が重要であると考
える。1.5 人称については、中野（2020）が医療者
の目指すべきコミュニケーションとして「やわらか
な 1.5 人称」というコンセプトを掲げている。これ
は、医療の専門家としての「わたし」（1 人称）の立
場に立ちつつも、患者である「あなた」2 人称の気
持ちにも寄り添うことができる、1 人称と 2 人称の
間をやわらかく行き来できる、平均すると「1.5 人称」

になるような「態度（姿勢）」のことであり、どの
ような人間関係のコミュニケーションにも当てはま
るとしている。看護学生は自分たちが被災するとい
う「1 人称体験」をすることで、〈助けたり、助けら
れたり〉の「1 人称と 2 人称の交互体験」を経て、〈思
いのたけを話してくださる被災者〉との関わりの中
で、「1.5 人称の態度（姿勢）」を得て、被災者とコ
ミュニケーションをとり、寄り添い、健康支援活動
を継続したと考える。さらに、〈看護学生のまなざし〉
で看護学生ならではの着眼点、視点をもち「1.5 人
称の看護」を実践していたと考える。

しかしながら、被災を経験した者しか「1.5 人称
の態度（姿勢）」が得られると限定されるものでは
ない。村上（2017）は、JR 福知山線脱線事故のケ
アを経験した看護師の語りより、「2 人称の関わり
だったのが、事故の「そのとき」を「転機」「きっかけ」

「スタートライン」「原点」として 1.5 人称の関係へ
と踏み込むようになった」としている。これらから、
被災地の看護学生が災害ボランティア活動で、「1.5
人称の看護」修得することも重要ではあるが、被災
の有無にかかわらず、看護教育において「1.5 人称
の看護」を学べることが望ましいと考えられる。

Ⅶ．研究の限界と今後の課題
本研究の協力者は、災害ボランティア活動を自主

的に行った看護学生であることから、全ての看護学
生に適用することは難しいと考える。また、インタ
ビューの時期や FGI の対面またはオンライン実施か
の違いにより、発言内容に影響を与えた可能性も否
めない。

今後は、本研究結果を他の被災地において、実践・
応用することで、看護学生の災害ボランティア活動
における学びのプロセスについて、さらなる示唆が
得られると考える。

Ⅷ．結論
看護学生は、自分たちが【被災という 1 人称体験

フェーズ】の中で、〈助けたり、助けられたり〉と
いう【1 人称と 2 人称の交互体験フェーズ】を経て、
地域の被災者である【身近な 2 人称へ思いが動く
フェーズ】へと移行していた。〈被災者の思いに踏
み込めない〉と不安になる看護学生も、〈思いのた
けを話してくださる被災者〉に励まされ、健康支援
の〈経験の価値を実感する〉という、大学の【学修
と実践が循環していくフェーズ】に移行していた。

被災者との継続したコミュニケーションから 1 人
称と 2 人称の間をやわらかく行き来できる「1.5 人
称の態度（姿勢）」を得ていた。さらに、〈看護学生
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のまなざし〉から、医療者として 1 人称の立場に立
ちつつも 2 人称である患者に寄り添い、信頼関係を
構築していく「1.5 人称の看護」について学んでいた。
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＜研究報告＞

分子力場計算による有機結晶の分子間相互作用の解析

若生　啓 1)

Analysis of Intermolecular Interactions in Organic Crystals by Force Field Calculation.

Kei Wako1)

キーワード	 :  コンピューターシミュレーション、分子力場計算、アントラセン結晶、 
分子間相互作用

KEYWORDS	:  Computer simulation, force field calculation, anthracene crystal, 
intermolecular interaction.

抄録

目的： 分子や結晶に対するコンピューターシミュレーションとして、よく用いられる手法の一つに分子力場計
算がある。分子力場計算がタンパク質のような高分子有機結晶の機械的性質のシミュレーションに適応
可能か検証するために、より小さい低分子有機結晶に対してコンピューターシミュレーションを行う。

方法： 低分子有機としてアントラセンを対象に分子力場計算を用いたコンピューターシミュレーションを行っ
た。アントラセンの 1 分子と 2 分子、結晶のそれぞれに対してエネルギー最小化計算を行った。エネルギー
最小化計算によって得られたポテンシャルエネルギーに対して解析を行い、分子間相互作用の影響につ
いて調べた。

結果： アントラセンの 1 分子と 2 分子、結晶のそれぞれに対してエネルギー最小化計算を実行した結果、それ
ぞれの安定構造を得ることができた。さらに、それらの初期配置と安定構造のポテンシャルエネルギー
が得られた。また、初期配置のポテンシャルエネルギーを解析した結果、1 分子と 2 分子、結晶の順番
でエネルギーが下がることが分かった。それらのポテンシャルエネルギーを比較して、分子間相互作用
についての解析を行った。その結果、分子間相互作用の影響によってアントラセンのポテンシャルエネ
ルギーが下がることが明らかになった。

結論： 今回の研究では分子力場を使用して低分子有機結晶に対してシミュレーションを行い、分子間の相互作
用の解析を行った。その結果、低分子有機結晶に対して分子力場計算が適応可能であることが明らかに
なった。今回の計算手法を応用することで、タンパク質結晶の機械的性質についてのシミュレーション
が可能であることが示された。

1)　横浜創英大学　こども教育学部　Faculty of Childhood Education, Yokohama Soei University
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Ⅰ．はじめに
巨大分子であるタンパク質は生体に不可欠であ

り、あらゆる生命現象で重要な役割を担っている。
そのタンパク質分子の立体構造の解析や、新薬の
開発においてタンパク質を結晶化することは重要で
ある。しかしながら、一般的にタンパク質を結晶
化することは非常に困難である。結晶化とは構成分
子を原子・分子のスケールで規則正しく整列させて
いくことに他ならない。従って、タンパク質分子の
結晶化について理解するためには、タンパク質分子
同士の相互作用について理解する必要がある。実験
的には強度や硬さなどの機械的性質を測定するこ
とで、分子間の相互作用について調べることができ
る。一方、分子や結晶に対するコンピューターシ
ミュレーションとして分子動力学シミュレーション
がよく用いられるが、その手法の一つとして分子力
場計算がある。分子力場計算では、分子内の原子に
働く力を比較的簡単な関数でモデル化し、原子が相
互にバネでつながったようなモデルとして分子を扱
う。例えば、メタン分子は炭素原子に対して 4 つの
水素原子が結合しているが、それらの結合の伸び縮
みや角度の変化などに対するエネルギーを簡単な関
数でモデル化する。そして、分子の持つポテンシャ
ルエネルギーを分子内と分子間のそれぞれの原子間
の相互作用の総和として計算する。近年は特に、タ
ンパク質などの生体高分子の熱的な安定性や動的な
挙動などのシミュレーションが盛んに行われている
(Janowski et al., 2016)。しかし、タンパク質結晶の
機械的性質についてのシミュレーションはほとんど
行われていない。そのため、そのようなシミュレー
ションを実行するためには、まずは分子力場計算
の手法がタンパク質結晶の機械的性質のシミュレー
ションに適応可能か検証する必要がある。しかし、
タンパク質結晶は数千個の原子から構成されている
巨大で複雑な分子である。そこで、より小さい有機
分子の結晶に対してシミュレーションを行い、分子
力場計算の手法が機械的性質の計算に適応可能か検
証する。

Ⅱ．目的
分子力場を使用して低分子有機結晶に対してシ

ミュレーションを行い、分子間の相互作用の解析を
行うことを目的とした。

Ⅲ．方法
本研究では有機分子としてアントラセン（C14H10）

を対象にコンピューターシミュレーションを行っ
た。アントラセンは分子量 178.23 の比較的小さい

有機分子で、ベンゼン環が 3 個縮合した構造を持
ち、常温では固体を形成する。アントラセンの分
子構造の実験データとして、Cambridge Structural 
Database (CSD) で 公 開 さ れ て い る デ ー タ（CSD 
Entry:ANTCEN）を取得して利用した。アントラセ
ンは単斜晶の結晶で、その空間群は P21/a、ユニッ
トセルの格子定数はそれぞれ、a = 8.561、b = 6.036、
c = 11.163 Å、β = 124.42°である (Mason, 1964)。
分子動力学シミュレーションのソフトウェアパッ
ケ ー ジ で あ る Gromacs（Páll et al.,2020） を 用 い
て、シミュレーションを行った。Gromacs はオー
プンソースソフトウェアとして開発されており、分
子動力学シミュレーションやエネルギー最小化計算
を行うことができる。分子力場として、生体分子の
分子動力学シミュレーションのために開発された
Amber19SB（Tian et al., 2020）を用いた。分子間
相互作用であるファンデルワールス力と静電相互作
用のカットオフ半径は 10Å である。エネルギー最小
化計算の手法として最急降下法（Car & Parrinello, 
1989）を用いた。アントラセン分子の可視化には

図 1．アントラセン 1 分子の初期配置と計算セル

図 2．アントラセン 1 分子の初期配置と安定構造
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分子モデリングソフトの PyMOL (Schrödinger LLC., 
2015) を用いた。

Ⅳ．結果と考察
分子力場である Amber がアントラセン分子の安定

構造を再現するか確認するために、アントラセン 1
分子のエネルギー最小化計算を行った。図 1 にエネ
ルギー最小化計算に用いた初期配置と計算セルの大
きさを示している。初期配置として CSD から取得し
た実験データを用いた。また、カットオフ半径 10 Å
に対して孤立系で計算するために、計算セルとして
1 辺 25 Å の立方体を選んだ。エネルギー最小化計
算を実行した結果、アントラセン分子の安定構造が
得られた。初期配置と安定構造のポテンシャルエネ
ルギーはそれぞれ、2.02 と 0.34 eV だった。従って、
エネルギー最小化計算によって 1.68 eV 安定化した
ことが分かった。図 2 に初期配置と安定構造がそれ
ぞれ灰色と水色で重ねて示されている。アントラセ
ン分子の端に位置するいくつかの水素原子が初期配
置からわずかに移動しているが、全体として分子の
形状はほぼ初期配置のままであり、得られた安定構
造は実験データである初期配置からのズレが小さい
ことが分かった。従って、アントラセン 1 分子のエ
ネルギー最小化計算によって、Amber 分子力場によ
る分子内の相互作用が実験データをある程度再現し
ていることが分かった。

　次に、分子間相互作用の影響を調べるために、
エネルギー最小化計算をアントラセンの 2 分子に対
して行った。図 3 に 2 分子の初期配置と計算セル
の大きさを示している。初期配置は 1 分子の場合と
同様に、CSD から取得した実験データを用いた。2

分子に対して孤立系で計算するために、計算セルと
して 1 辺 25 Å の立方体を選んだ。2 分子に対して
エネルギー最小化計算を行った結果、安定構造が得
られた。初期配置と安定構造のポテンシャルエネル
ギーはそれぞれ、1.84 と 0.40 eV だった。図 4 に
初期配置と安定構造がそれぞれ灰色と水色で示され
ている。1 分子の場合と同様に、それぞれのアント
ラセン分子の端に位置するいくつかの水素原子が初
期配置からわずかに移動しているが、全体として分
子の形状はほぼ初期配置のままであった。このこと
から、分子力場 Amber によってアントラセン分子
の実験データがある程度再現されていることが確認
できた。アントラセン 2 分子のエネルギー最小化計
算によって、分子間の相互作用が働いている場合で
もアントラセン分子の実験データが再現されること
が分かった。

最後に、アントラセン結晶の分子間相互作用の影
響を調べるために、エネルギー最小化計算をアント
ラセン結晶に対して実行した。これまでの計算とは
異なり、コンピュータシミュレーションで結晶を扱
うためには、計算セルに対して周期境界条件を適応
させる必要がある。ただし、周期境界条件の下でシ
ミュレーションを行うために、計算セルの 1 辺の長
さを分子間相互作用のカットオフ半径の 2 倍より大
きく設定する必要がある。なぜなら、それ以下の大
きさの場合、ある分子に対して分子間相互作用が重
複して働いてしまうからである。従って、今回はカッ
トオフ半径の 10 Å に対して、20 Å より大きい計算
セルにする必要がある。そのために、図 5 に示され
ているように、a 軸、b 軸、c 軸方向にそれぞれ、3、4、
2 個のユニットセルを含むスーパーセルを作成した。

図 3．アントラセン 2 分子の初期配置と計算セル 図 4．アントラセン 2 分子の初期配置と安定構造
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今回は、このアントラセン分子を 48 個含むスーパー
セルに対してエネルギー最小化計算を実行した。エ
ネルギー最小化計算の結果、アントラセン結晶の安
定構造が得られた。初期配置と安定構造のエネル
ギーはそれぞれ 1.16 と -22.9 eV だった。これらの
結果から、分子力場 Amber によってアントラセン
結晶の安定構造が再現されることが分かった。

アントラセンに対する分子間相互作用の影響を比
較するために、1 分子あたりの初期配置のエネルギー
を表 1 にまとめた。アントラセン 1 分子と 2 分子、
結晶に対する分子内相互作用と分子間相互作用、そ
の合計である系のポテンシャルエネルギーをまとめ
た。表から分かるように、1 分子、2 分子、結晶の
順番でポテンシャルエネルギーの値が小さくなって
いた。アントラセン 1 分子に対して 2 分子では、ポ
テンシャルエネルギーが 0.18 eV 下がった。1 分子
の計算では分子内のみで相互作用が起こることに対
して、2 分子では 2 つの分子間で相互作用が発生す
る。従って、分子間相互作用の分だけポテンシャル
エネルギーが下がったと考えられる。2 分子に対し
て結晶ではさらにポテンシャルエネルギーが 0.73 
eV 下がった。結晶内では、ある分子に対してその周
囲の複数の分子との相互作用が発生する。従って、
2 分子の場合と比較して分子間相互作用が増えた結
果、エネルギーが下がったと考えられる。

これらのことから、アントラセンの分子間に相互
作用が働いた結果、ポテンシャルエネルギーが下が
ることが分かった。したがって、これらの結果か
ら分子力場 Amber がアントラセン結晶に適応可能

であることが明らかになった。タンパク質分子も有
機分子なので、タンパク質結晶内での相互作用は
今回扱ったように分子内相互作用と分子間相互作用
によって構成される。分子力場計算の手法では、分
子内相互作用と分子間相互作用は、分子を構成する
原子同士のそれぞれの相互作用の総和として扱われ
る。タンパク質分子はアントラセンと比較すると原
子の数や種類が多くより複雑な分子だが、タンパク
質分子を構成する原子同士の相互作用は、今回行っ
た分子力場の手法で扱うことができる。したがって、
今回行った計算手法をタンパク質結晶に応用するこ
とで、分子力場を用いたタンパク質結晶のシミュ
レーションが可能であることが示された。

今回の研究によって、分子力場を用いたアントラ
セン結晶のシミュレーションが実行可能であること
が明らかになった。計算セルを変形させてポテン
シャルエネルギーを計算することで、結晶の弾性エ
ネルギーを計算することができる。その弾性エネル
ギーから、アントラセン結晶の機械的特性の一つで
ある弾性定数を求めることができる。アントラセン
の弾性定数は先行研究として実験的に測定されてい
る (Dye & Eckhardt, 1989)。実験値とコンピューター
シミュレーションによる値を比較することで、分子
力場計算の計算精度について議論することができ
る。タンパク質分子はアントラセンと比べると巨大
な分子なので、その計算セルもアントラセンよりも
かなり大きくなる。しかし、アントラセンと同様に
計算セルを変形させて、タンパク質結晶の弾性エネ
ルギーを計算することができる。したがって、アン
トラセンに対する計算手法をタンパク質結晶に応用
することで、タンパク質結晶の機械的特性について
のシミュレーションが可能になる。アントラセンを
始めとする低分子有機結晶の弾性定数は広範に調べ
られているが、タンパク質結晶については結晶化自
体が難しいことに加えて、結晶化したタンパク質の
弾性定数についてもそれらの一部の測定にとどまっ
ている。したがって、今後、タンパク質結晶に対し
て分子力場計算によるシミュレーションを行い、そ
の機械的特性を明らかにする必要がある。

図 5．アントラセン結晶の初期配置と計算セル

表 1　分子力場計算によって得られた 1 分子あたりのエ
ネルギー

分子内相互作用
(eV)

分子間相互作用 
(eV)

ポテンシャル 
エネルギー (eV)

1 分子 2.10388 -0.08567 2.01821
2 分子 2.05998 -0.21784 1.84213
結晶 2.04544 -0.93039 1.11505



－ 14 －

Ⅴ．まとめ
今回、分子力場 Amber を用いて、低分子有機の

一つであるアントラセンに対してコンピューターシ
ミュレーションを行った。最初に、アントラセン 1
分子に対してエネルギー最小化計算を実行した。そ
の結果、1 分子の安定構造とそのポテンシャルエネ
ルギーが得られた。次に、アントラセン 2 分子に対
しても同様にエネルギー最小化計算を実行した。そ
の結果、2 分子の安定構造とポテンシャルエネルギー
が得られた。アントラセンの結晶に対してシミュ
レーションを行うために、a 軸、b 軸、c 軸方向にそ
れぞれ、3、4、2 個のユニットセルを含むスーパー
セルを作成した。最後に、そのスーパーセルに対し
てエネルギー最小化計算を行った結果、結晶の安定
構造とポテンシャルエネルギーが得られた。さらに、
1 分子と 2 分子、結晶のポテンシャルエネルギーを
比較して、分子間相互作用についての解析を行った。
その結果、分子間相互作用によってアントラセン
のポテンシャルエネルギーが下がることが明らかに
なった。
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＜資料＞

中山間地域に居住し農作業に従事する女性高齢者の 
身体活動量に関する研究

久保木　紀子 1)

Study on the physical activity level of elderly women living in mountainous areas and　
engaged in farming

Noriko Kuboki1)

キーワード	 :  身体活動量、介護予防、農作業、中山間地域、女性高齢者
KEYWORDS	:  Physical activity level, Preventive care, Agricultural work, Hilly and 

mountainous areas,　Elderly women

抄録

目的： 本研究の目的は、中山間地域に居住し農作業に従事する女性高齢者の身体活動量と日常生活行動の実態
を明らかにすることである。

方法： 中山間地域在住の要支援・要介護の未認定者で、自立した 70 歳以上の女性の身体活動を活動量計を用い
て６日間測定した。あわせてこの期間の農作業、運動、家事、睡眠時間等の生活行動を記録してもらった。
分析は、生活行動別に【農作業の日】【雨天の日】【外出の日】として集約し、身体活動量と生活行動に
ついて検討した。

結果： 分析対象者 9 名の平均年齢は 78.7 ± 4.2 歳であった。すべての者が、農作業に従事し家事を担っていた。
身体活動量（Exercise：以後 Ex とする）は、農作業の日が最も多く１日平均 7.8 ± 2.8Ex であった。雨
天の日の身体活動量の平均は 3.6 ± 1.3Ex であった。外出の日の身体活動量の平均は、6.0 ± 2.7Ex で
あり外出の目的によって、活動量に差があった。生活行動別時間では、農作業が全日数の平均で 4.2 ± 2.7
時間、家事・食事・その他が 7.2 ± 2.3 時間であった。

結論： 中山間地域に居住し農作業に従事している女性高齢者の、身体活動量と日常生活行動との関連を明らか
にすることができた。農作業が身体活動量を高めており、厚生労働省が推奨する身体活動量以上の活動
がされていた。農作業の動作は、下肢筋力の低下予防や筋力の維持に寄与している可能性が示唆された。
家事作業は、農作業に比較すると身体活動の強度は低いが、家事作業を行うことで天候や行事に左右さ
れることなく身体活動量が維持されていることが明らかになった。

1)　横浜創英大学　看護学部　Faculty of Nursing, Yokohama Soei University
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Ⅰ．はじめに
わが国の高齢化は急速に伸展し、2023 年の 65 歳

以上の人口割合は 29.1％となり（内閣府，2024）、
高齢化率の上昇が続いている。「令和６年版高齢社
会白書」によると、2037 年に高齢化率が 33.3％
になると予測されている（内閣府，2024）。平均寿
命も延伸しており、令和５年簡易生命表によると、
2023 年では男性 81.09 年、女性 87.14 年であり世
界でもトップクラスの長寿国となっている（厚生労
働省 ,2024b）。さらに、90 歳まで生存する者の割
合は男性 26.0％、女性 50.1％となっている（厚生
労働省 ,2024b）。しかし、平均寿命と健康寿命の差
である「継続的な医療・介護に依存せざるを得ない
生存期間」は、2019 年では、男性 8.73 年、女性
12.07 年であり（内閣府，2024）、この期間の拡大
は生活の質の低下を招き、社会保障の増大をもたら
すことから喫緊の課題として位置づけられている。
その対策として、健康寿命の延伸をめざして、介護
予防の取り組みが推進されている。介護予防で重要
と考えられていることのひとつに、身体活動がある。
2024 年に健康づくりのための身体活動・運動ガイ
ド（厚生労働省 ,2024a）が示され、身体活動の増大
は、高齢者の総死亡及び心血管疾患死亡のリスクの
低下、生活機能の維持、認知機能低下を予防する可
能性があると示されている。また、65 歳以上の高齢
者において、「歩行又はそれと同等以上 (3METs 以上：
metabolic equivalents の 強 度 ) の 身 体 活 動 を １ 日
40 分以上（1 日約 6,000 歩以上）（= 週 15METs・
時以上）」が推奨されている（厚生労働省 ,2024a）。

日本人高齢者の身体活動の実態について、田中ら
（2006）によると、身体活動レベルは家の中の役割・
仕事の有無、親しい友達の有無、ふだんの外出頻度
と有意に関連していると報告されている。実際に、
中山間地域では、家の中の役割等にあわせて農作業
を日々行い、自立して生活している高齢者が多く存
在していると考える。そのような高齢者が農作業を
行う生活の中に、身体活動量を高める要因があるの
ではないかと推察される。しかしながら、中山間地
域に居住し農作業に従事している高齢者の身体活動
は明らかにされていない。そこで、本研究では、平
均寿命が延伸し健康寿命との差がある女性高齢者に
着目し、中山間地域に居住し農作業に従事している
女性高齢者の身体活動量と日常生活行動の実態を明
らかにしたので報告する。

Ⅱ．目的
中山間地域に居住し、農作業に従事している女性

高齢者の身体活動量と日常生活行動の実態を明らか

にすることである。

Ⅲ．方法
１．用語の定義
1) 身体活動：厚生労働省（2024a）の「安静にして
いる状態よりも多くのエネルギーを消費する、骨格
筋の収縮を伴う全ての活動」とした。
2) 活 動 強 度（METs：metabolic equivalents)： 身
体活動の強さを安静時の何倍に相当するかで表す単
位。座位で安静にしている状態が 1METs に相当す
る。
3) MVPA（moderate to vigorous physicalactivity）: 
3 METs 以上の身体活動
4) 身体活動量（Exercise；以後 Ex とする）：活動強
度（METs）×時間（時）で算出される。
5) 農作業：農林水産省（2020）の「農業生産活動
に伴う一切の作業」と定義した。

２．研究協力者
中山間地域在住の要支援・要介護の未認定者の自

立した女性とした。年齢は、西垣ほか (2004) より、
「60 歳代と 70 歳代の間に体力差が顕著になること
が示され、70 歳代からの体力の保持が日常の活動
能力に大きく影響する」ことから、70 歳以上とした。

研究協力者の募集は、Ａ県Ｂ市国民健康保険診療
所が主催する健康教室にて行い、18 名から研究協
力の同意が得られた。なお、募集にあたり事前にＢ
市国民健康保険診療所所長に調査協力依頼を口頭お
よび文書にて行い、了承を得た上で実施した。調査
を安全に実施するため、転倒リスクのある者を除外
した。転倒リスクについては、先行研究（鈴木 ,2004）
を参照し、自記式質問紙（健康調査票）にて、①脳
卒中、②パーキンソン症候群、③起立性低血圧・高
血圧等によるめまい、ふらつき、関節の痛みがあり
日常生活に制限がある、④かかりつけの医師より運
動制限がある、のいずれかに該当する者および基本
チェックリスト（厚生労働省 ,2015）より、「閉じ
こもり」、「認知機能の低下」、「うつ傾向」に該当し
た 6 名を除いた 12 名に、身体計測、体力測定、身
体活動の計測、日常生活行動の記録、生活様式の調
査を行った。身体活動の計測が１日 10 時間未満で
あった者 2 名と日常生活行動の記録が不十分であっ
た者 1 名を除外し、9 名を分析対象者とした。選択
基準は図１に示した。

３．データ収集
1) 調査期間

2016 年 2 月～ 3 月に自記式質問紙調査（健康調
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査票・基本チェックリスト）を実施し、2016 年 4
月～ 6 月に身長・体重の計測、体力測定、身体活動
量測定、日常生活行動調査、生活様式調査を実施し
た ( 図 1)。

 

 

 

 

 

健 康 調 査 票 ・ 基 本 チ ェ ッ ク リ ス ト 返 送  

n = 1 8  

除 外  

身 体 活 動 量 の デ ー タ が 1 日 1 0 時 間 未 満 、  

日 常 生 活 行 動 調 査 の 記 入 が 不 十 分  

① 身 長 ・ 体 重 測 定 ・ 体 力 測 定  

② 身 体 活 動 量 測 定 ・ 日 常 生 活 行 動 調 査  

③ 生 活 様 式 調 査  

n = 1 2  

分 析 対 象 者  

n = 9  

除 外  

要 介 護 認 定 者 、 閉 じ こ も り ・ う つ 傾 向 、 認

知 機 能 の 低 下 、 脳 卒 中 、 パ ー キ ン ソ ン 症 候

群 起 立 性 低 血 圧 ・ 高 血 圧 等 に よ る め ま い 、

ふ ら つ き の あ る 者 、 関 節 の 痛 み が あ り 日 常

生 活 に 制 限 が あ る 者 、 か か り つ け の 医 師 よ

り 運 動 を 制 限 さ れ て い る 者  

健 康 教 室 参 加 者 の う ち 、 7 0 歳 以 上 女 性 で 、  

研 究 協 力 の 同 意 が 得 ら れ た 者 に 自 記 式 質 問 紙

票 配 布 （ 健 康 調 査 票 ・ 基 本 チ ェ ッ ク リ ス ト ）  

n = 1 8  

図 1．分析対象者選定フロー

2) 調査および測定内容
(1) 健康調査票

年齢、性別、家族構成を把握した。除外条件を確
認するため、治療中の病気の有無、通院状況、病気
のためにかかりつけ医より日常生活で禁止されてい
ること、めまいふらつき、関節の痛みの有無を把握
した。
(2) 基本チェックリスト
「閉じこもり」、「認知機能の低下」、「うつ傾向」

を把握した。判定基準は、週に 1 回以上外出してい
ない場合を「閉じこもり」とした。「認知機能の低下」
では、3 項目のうちいずれか 1 項目以上に該当、「う
つ傾向」では、5 項目のうち 2 項目以上に該当して
いないかを調査した。
(3) 身体状況

身長・体重計測、体力測定を、B 市の集会所に
て 1 日間で行い、BMI、握力、5 ｍ最大歩行速度、
Timed Up and Go Test を実施した。
(4) 身体活動量

活動量計を用いて計測した。活動量計は、3 軸加

速度センサーを内蔵し 10 秒ごとの身体活動強度の
測定・記録が可能な Active Style Pro HJA ‐ 750C

（オムロンヘルスケア株式会社 ,2014）を採用した。
活動量計から得られるデータは「総消費カロリー：
総身体活動カロリー＋基礎代謝＋食事誘発性熱産生

（総消費カロリーの 10％）」「活動強度（METs）」「歩
行による活動量（Ex）」「生活活動による活動量 (Ex)」

「歩数」である。活動量計による計測期間は 6 日間
とした。研究協力者へ説明文書を用いて「活動量計
を連続して 6 日間装着する」「身体の前面腰部の位
置のズボンやベルトなどにクリップで挟み、入浴時
間を除いて 1 日中装着する」ことを説明して依頼し
た。測定期間中は、研究協力者が計測値を意識しな
いために計測値を閲覧できないように設定した。活
動量計と日常生活行動記録用紙は、身体測定時に配
布し、計測方法および記録方法を説明した。回収は、
研究協力者の自宅へ研究者が訪問して回収を行っ
た。
(5) 日常生活行動調査

活動量計装着期間の生活行動を日常生活行動記録
用紙に、概ね 30 分単位で記載するよう依頼した。
(6) 生活様式調査

筆者が作成した生活様式調査票を用いて、生活状
況を把握した。居室の段差「1. 有」「2. 無」、居間「1. 座
面に座る」「2. 椅子に座る」トイレ「1. 和式」「2. 洋
式」、食事場所「1. 座卓」「2. 椅子を使用したテーブ
ル」、就寝「1. 畳」「2. ベッド」、主な移動手段「1. 自
家用車」「2. バイクまたは電動 3 輪」「3. 自転車」「4. 徒
歩」「5. 公共交通機関」、自宅周囲の環境「幹線道路
から自宅までの距離と自宅から田畑までの距離」「そ
の間の移動方法」、幹線道路から自宅までの距離や
自宅から畑や職場までの距離について調査した。

４．分析方法
年齢、BMI、握力、5m 最大歩行速度、Timed Up 

and Go Test、身体活動量、生活行動別時間は記述統
計として、平均値、標準偏差で表記した ( 表 2、表
3)。身体活動の強度について、3METs 未満は低強
度の身体活動、3 ～ 5.9METs は中強度の身体活動、
6METs 以上を高強度の身体活動の 3 区分とした。
身体活動量（Ex）は、3METs 以上（MVPA）の歩行・
生活活動より算出して表 4 に示した。日常生活行動
は、竹原 , 梁瀬（2009）が分類していた生活行動に、
農作業を追加し、１日の行動を、農作業・運動・外出・
家事・食事・その他・休憩・睡眠・として集計した ( 表
1)。
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表 1　生活行動分類
分類 行動内容

農作業 水 稲 ：育苗・・・ 育苗箱の運搬、籾を蒔く
：除草・・・ 水田の中に入り草を抜く
：管理・・・ 水田の水量管理のため畦道を歩く

畑 作 ：耕運・・・ 鍬を使用して耕す
：整地・・・ 鍬を使用して整える
：育苗移植・ 種まき・苗の植え替え
：管理・・・ 除草・手で草を抜く

除草・鎌を用いて草を刈る
除草・草刈り機を用いて草を刈る
除草後の草の処理
レーキを用いて草を集め運ぶ
水やり

庭 木 ：剪定・・・ 枝鋏で伐採し、伐採した枝集め
運動 ：ウォーキング　犬の散歩　体操　ゲートボール
外出 ：買い物　病院受診　会合に参加　健康教室参加
家事 炊 事 ：調理　食後の皿洗い　後片付け

洗 濯 ：洗濯ものを干す　取り込む　畳む
掃 除 ：部屋の掃除　外回りの掃除　風呂掃除
その他 ：ゴミ出し　布団あげおろし　神仏参り

食事 ：朝食・昼食・夕食
その他 ：身支度入浴　電話　トイレ　日記　血圧測定
休憩 ：テレビ　団らんする　昼寝
睡眠 ：睡眠

農作業の内容は、作業内容を「日本農作業学会農作
業データ集」を参照した（日本農作業学会 ,2012）。
生活行動と身体活動の関連を調査し図 2、図 3 に例
示した。

１日の生活行動が、農作業に従事した晴天の日と
農作業をほとんど行っていない雨天の日で異なるこ
とや、外出をする日は日常の生活行動と異なること
から【農作業の日；農作業を中心とした行動日】【雨
天の日；雨天のため積極的な屋外活動や農作業が行
えなかった日】【外出の日：日常的な買物等以外の
外出 ( 病院受診，老人クラブ等の会合へ参加 ) をし
た日】として集約し表 4 に示した。これにより、農
作業の日、雨天の日、外出の日の身体活動を明らか
にした。

５．倫理的配慮
本研究は、山口県立大学生命倫理委員会の承認

を 得 て 実 施 し た（2016 年 2 月 10 日， 承 認 番 号
27-69 号）。研究協力者へ、文書に基づき口頭で、
研究課題、研究目的、研究方法、研究による利益と
不利益、参加における自由意思の尊重と同意撤回の
保障、個人情報の保護と管理および廃棄の方法，結
果の公表における匿名性の確保等について説明し、
同意書に署名を得て実施した。

Ⅳ．結果
１．分析対象者の特性

分析対象者の特性を表 2 に示した。平均年齢は
78.7 ± 4.2 歳であり、最高年齢は 87 歳であった。
家族構成は単身世帯が 4 人、夫婦世帯が 1 人、2 世
代家族が 3 人、3 世代家族が 1 人であった。全員が
家事を中心的な役割で担っていた。

分析対象者は全員が田や畑を所有し、晴天の日は
農作業に従事していた。88.9％の人が自宅周囲に勾
配のある環境であった。田畑や近所に出かける時は、
坂道や舗装されていない道を歩いて移動していた。
また、生活様式は、日ごろくつろぐ居間については
7 名が座面に座り、就寝は 6 名が畳に布団を使用し
ていた。食事は椅子を使用したテーブルを利用する
者が 7 名であった。トイレは全員洋式トイレを使用
していた。屋内には段差があった。

　　　　　 表 2　分析対象者の特性　　　　　 N=9
〈基本属性〉 Mean ± SD
年齢（歳） 78.7 ± 4.2

〈身体状況〉 Mean ± SD
BMI*（kg/m2） 23.5 ± 2.7
握力（kg） 18.4 ± 3.1
５m 最大歩行速度（秒） 3.4 ± 0.4
Timed Up and Go Test（秒） 9.3 ± 1.3

〈生活状況〉 人数（％）
同居家族：いる 5(  55.6)
　　　　　いない 4(  44.4)
田畑の所有：あり 9(100.0)
　　　　　　なし 0(　0.0)
農作業の従事：あり 9(100.0)
　　　　　　　なし 0(　0.0)
家事：行っている 9(100.0)
　　　行っていない 0(　0.0)
生活様式：居間座面に座る 7(  77.8)
　　　　　　　椅子に座る 2(  22.2)
　　　　　トイレ和式 0(　0.0)
　　　　　　　　洋式 9(100.0)
　　　　　食事座面に座る 2(  22.2)
　　　　　　　椅子を使用したテーブル 7(  77.8)
　　　　　就寝畳 6(  66.7)
　　　　　　　ベッド 3(  33.3)
屋内段差：あり　　　　　 9(100.0)
　　　　　なし 0(　0.0)
自宅周囲の勾配：あり 8(  88.9)
　　　　　　　　なし 1( 11.1)

*BMI：Body Mass Index

２．生活行動別時間
生活行動別にみた 1 日の行動時間を表 3 に示した。

分析対象者 9 名の、測定期間中 6 日間の農作業の日、
雨天の日、外出の日の延べ日数はそれぞれ、54 日、
34 日、7 日、13 日であった。生活行動別時間では、
全日数で睡眠時間を除いて家事・食事・その他が最
も多く、7.2 ± 2.3 時間であった。農作業の従事時
間は、全日数で平均して 1 日 4.2 時間であり、農作
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業の日は 5.5 ± 2.0 時間従事していた。最も多い者
で、1 日 9 時間農作業に従事している者もいた。運
動時間はすべてにおいて、１時間未満であり、運動
の内容は、ラジオ体操、ゲートボール、ウォーキン
グであった。休憩時間は、昼寝、テレビ鑑賞、団ら
んをするなどして過ごしており、農作業の日で、2.9
± 1.2 時間と最も少なく、雨天の日が 4.9 ± 3.5 時
間で最も多かった。睡眠時間は全日数で 7.7 ± 0.9
時間であり、雨天の日、外出の日もそれぞれ、7.6
± 1.1、7.6 ± 0.9 時間と一定していた。

３．身体活動
分 析 対 象 者 9 人 の 6 日 間 の 身 体 活 動 量 の 全 日

数及び農作業の日、雨天の日、外出の日の身体活
動を表４にした。活動にともなう１日あたりの消
費 カ ロ リ ー は 全 日 数 で 平 均 612.0 ± 20.6kcal で
あった。農作業の日では 1946.1 ± 195.3kcal であ

り、334.1kcal 多く消費されていた。雨天の日が最
も消費カロリーが少なく、農作業の日と比較する
と、470.1kcal の差があった。活動強度については、
3METs 未満の活動時間は雨天の日が最も多く、農作
業の日との差は 74.1 分であった。3 ～ 5.9METs の
活動時間（分）は、農作業の日が 134.4 ± 43.9 分
で最も多く、雨天の日との差は 73.5 分であった。
身体活動量（Ex）について、農作業の日が最も多く
１日平均 7.8 ± 2.8Ex であった。雨天の日の身体活
動量（Ex）は 3.6 ± 1.3 Ex であった。外出の日の身
体活動量（Ex）については、6.0 ± 2.7Ex であり外
出の目的によって、活動量に差があった。身体活動
量（Ex）の内訳では、全てにおいて、生活活動 Ex
が歩行 Ex より多かった。歩数について、農作業の
日が最も多く、雨天の日と比較し 2659 歩の差があっ
た。

　　　　　　　　表 3　1 日の生活行動別平均時間 ( 平均 ± SD)　　　　　 N=9
全日数 農作業の日 雨天の日 外出の日

延べ日数 （日） 54 34 7 13
農作業時間 4.2 ± 2.7 5.5 ± 2.0 0.3 ± 0.8 2.9 ± 2.4
運動時間 0.6 ± 1.1 0.6 ± 1.1 0.4 ± 0.5 0.9 ± 1.4
外出時間 1.2 ± 2.0 ― 2.4 ± 2.5 3.6 ± 2.0
家事・食事・ 
その他の時間 7.2 ± 2. ３ 7.2 ± 2.4 8.4 ± 2.8 6.5 ± 1.4

休憩時間 3.1 ± 1.8 2.9 ± 1.2 4.9 ± 3.5 2.6 ± 1.1
睡眠時間 7.7 ± 0.9 7.7 ± 0.9 7.6 ± 1.1 7.6 ± 0.9

　　　　　　　　　単位は時間 , 述べ日数は分析対象者 9 名× 6 日間＝ 54 日分の行動別に計上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表 4　身体活動の平均　　　　　　　　　　　　　　　　　　N=9
全日数 農作業の日 雨天の日 外出の日

延べ日数（日）* 54 34 7 13

活動に伴う消費カロリー量（kcal/ 日） 1612.0 ±
20.6

1946.1 ±
195.3

1476.0 ±
205.2

1594.8 ±
205.3

歩行（kcal/ 日） 78.8 ±
38.5

85.1 ±
37.7

41.1 ±
21.6

82.6 ±
36.0

生活活動（kcal/ 日） 553.2 ±
128.5

584.8 ±
109.9

459.1 ±
141.7

515.8 ±
133.7

3METs 未満（分） 914.3 ±
166.3

903.5 ±
170.5

988.4 ±
197.8

902.8 ±
114.8

3 ～ 5.9METs（分） 117.9 ±
46.1

134.4 ±
43.9

61.0 ±
21.2

103.2 ±
27.9

6 METs 以上（分） 0.9 ± 1.5 1.0 ± 1.7 0.9 ± 0.8 0.9 ± 0.9
中等度 Ex 合計

（Ex/ 日）( Ａ ) 6.8 ± 2.8 7.7 ± 2.7 3.8 ± 1.3 6.0 ± 1.7

内訳
中等度歩行 Ex（Ex/ 日） 0.7 ± 0.8 0.6 ± 0.7 0.2 ± 0.2 1.0 ± 1.0
中等度生活活動 Ex（Ex/ 日） 6.2 ± 2.4 7.1 ± 2.2 3.6 ± 1.4 5.0 ± 1.7

高度 Ex 合計（Ex/ 日）( Ｂ ) 0.1 ± 0.3 0.1 ± 0.3 0.1 ± 0.1 0.1 ± 0.1

内訳
高度歩行 Ex（Ex/ 日） 0.03 ± 0.2 0.1 ± 0.1 0.0 0.0 ± 0.0
高度生活活動 Ex（Ex/ 日） 0.1 ± 0.12 0.03 ± 0.1 0.1 ± 0.1 0.1 ± 0.1

Ex 合計（Ex/ 日）( Ａ＋Ｂ ) 6.9 ± 2.9 7.8 ± 2.8 3.8 ± 1.3 6.1 ± 1.7

歩数 5201.3 ±
2782.0

5571.8 ±
2725.3

2912.6 ±
2185.1

5455.6 ±
2618.7

＊延べ日数：研究協力者 9 名の調査期間 6 日間の延べ日数
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図 2、図 3 に身体活動量と生活行動の関連を例示
した。家事作業において身体活動量が多い動作は、
姿勢変化を伴う作業や、家事を行うための段差のあ

る屋内移動であった。農作業において、水稲作、草
刈り、草運び、種まきなど姿勢変化や体重移動を伴
う作業内容で活動量が多くなっていた。
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図 2．身体活動量と生活行動の関連の事例（6 日間の調査期間中の 1 日を選定）

図 3．身体活動量と生活行動の関連の事例（6 日間の調査期間中の 1 日を選定）
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Ⅴ．考察
本研究では、中山間地域に居住し、農作業に従事

している女性高齢者の身体活動量と生活行動の関連
を検討した。調査結果の 1 日あたりの身体活動で、
3METs 以上の活動時間は 1 日平均 164.0 分あり、「健
康づくりのための身体活動・運動ガイド 2023」（厚
生労働省 ,2024a）で示されている「65 歳以上の身
体活動（生活活動・運動）の基準； 強度が 3 メッツ
以上の身体活動を週 15 メッツ・時以上行うことを
推奨する。具体的には、歩行又はそれと同等以上の
強度の身体活動を 1 日 40 分以上行うことを推奨す
る（1 日約 6,000 歩以上に相当）」、また、「WHO 身
体活動・座位行動ガイドライン」（WHO，2020）で
示されている、「健康効果を得るためには、1 週間
を通して、中強度の有酸素性の身体活動を少なくと
も 150 ～ 300 分、高強度の有酸素性の身体活動を
少なくとも 75 ～ 150 分、または中等度と高強度の
身体活動の組み合わせによる同等の量を行うべきで
ある。」の基準も上回っており、身体活動量の高さ
が伺えた。また、先行研究では、福岡県久山町にお
いて身体活動量計を使用し大規模調査が行われてお
り（岸本ほか，2010）その結果から、久山町の身
体活動量の調査結果では 70 代で 2.9 Ex、80 代で 1.3 
Ex であった。本研究では、6.9Ex であることから
も高い活動量を保ち生活していることが伺える。歩
数においても久山町では 70 代 5100.8 歩、80 代で
2762.2 歩であるのに対し（岸本ほか，2010）、本
研究での平均歩数は 5201.3 歩と高い値となってお
り、活発に活動していることが推察された。

農作業の日は、3METs 以上の活動強度が出現す
る時間 ( 分 ) が他の日よりも多く、身体活動量（Ex）
も高い結果になっており、農作業が身体活動量の増
加に寄与していた。廣松ほか（2019）は農林業に
関わることが日常的に外出する機会を設け、体を動
かすことにつながり、要介護リスク低減の可能性が
あると述べており、本調査結果を支持するものであ
ると考える。農作業の水稲作、草刈り・草運び・植
木の剪定など姿勢変化や体重移動を伴う作業内容で
活動量が多くなっていることから、これらの動作が、
身体活動量の増加の要因と考えられる。農作業の草
取り、草刈り、草を運ぶ、種蒔き、苗の植え替え育
苗等ではしゃがみ姿勢から立位姿勢動作、立位姿勢
動作からしゃがみ姿勢を繰り返し行う。このような
立位からしゃがみ、静止し、次いで立ち上がって立
位に戻る基本動作を、柚原ほか（2014）は、スクワッ
ト動作と定義していることから、農作業の動作もス
クワット動作と考えられる。高齢者の運動器の低下
予防・改善することを目的にスクワット動作が幅広

く用いられている（田上，2006；柚原ほか，2014）
ことからも、日常生活における農作業の動作は筋力
低下・維持にも有用であると推察される。しかしな
がら、山崎ほか（2022）は、年間農業従事日数の多
い者は、転倒、腰痛、膝痛のある者が多く、農業従
事の仕事量の多さが関係している可能性があると示
唆していることからも、農作業による身体活動が健
康に害を及ぼす影響も十分に考慮する必要がある。
身体活動量の個人差は大きく農作業の作業内容も異
なっているため、対象者の生活行動特性に応じた、
健康保持のための身体活動の見直しが求められる。

家事作業においては、農作業に比較すると身体活
動の強度は低いが、家事作業を行うことで天候や
行事に左右されることなく身体活動が維持されて
いることから、家事を行うことの意義があると考え
る。高齢者にとって家事の役割を担うことは、身体
活動量を高めることに繋がると示唆されていること
からも（竹原 , 梁瀬，2009）、家事を担うことは身
体活動を維持するために重要である。家事作業にお
いて、姿勢変化を伴う作業で身体活動量が多くなっ
ていた。さらに、家事を行うため、段差がある屋内
を移動することで階段昇降と同様の動きとなり、身
体活動量が多くなると考えられる。さらに、井戸田

（2011）は、床からの立ち上がり動作のようなダイ
ナミックな動作の繰り返しは、下肢筋力やバランス
能力などの身体機能の低下予防に非常に有意義であ
ると述べており、本研究でも床からの立ち上がり動
作のある生活様式であることから、同様の傾向があ
ると考えられた。また、一定の睡眠時間や、血圧測定、
日記をつけるなど、毎日の行動が習慣化され規則正
しく生活に組み込まれている特徴がみられた。身体
活動を行っている時間以外でも、規則正しい生活習
慣を保ち暮らしていくことが、積極的な活動へ繋が
ると考える。

雨天の日の身体活動量は、農作業の日と比較して
少なく、2 倍程度の差があった。普段、農作業を長
時間行っている場合は、雨天の日を「骨休め」とし
て休息日とする者もいた。雨天の日に農作業を行わ
ない状況は、冬季や梅雨期と同様の条件になると推
察される。今後、冬季や梅雨期の過ごし方を検討す
る必要があると考えられる。

外出の日の身体活動量は、外出の用件によって差
があり、外出先で坐位保持が中心である場合は活動
量が少なくなるため、外出の日は状況に応じて、意
識して体を動かすことが必要になってくることが示
唆された。

Ⅵ．研究の限界と今後の課題
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本研究の調査期間は、4 月～ 6 月の農繁期であり、
1 年の中でも農作業の従事時間が長いことが拝察さ
れる。農作業を行わない雨天の日の身体活動量が、
農作業の日と比較して低かったことから、冬季や梅
雨期は雨天の日のように身体活動量が低下すること
が考えられる。したがって、季節も考慮して冬季や
梅雨期の身体活動量を調査し、実態を明らかにして
いく必要がある。さらに、分析対象者は特定の地域
に住む 9 名であり、農作業の従事内容や地勢などの
影響も考えられるため、結果を一般化するためには
さらなる調査研究が求められる。

Ⅶ．結論
本研究では、中山間地域に居住し農作業に従事し

ている自立した女性高齢者の日常生活行動と活動量
計を用いて測定した身体活動量との関連を以下のと
おり明らかにした。
１．農作業を行うことが身体活動量を高めており、
厚生労働省が推奨する身体活動量以上の活動がなさ
れていた。農作業の動作は、下肢筋力の低下予防や
筋力の維持に寄与している可能性が示唆された。
2．家事作業は、農作業に比較すると身体活動の強
度は低いが、家事作業を行うことで天候や行事に左
右されることなく、身体活動が維持されていた。
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＜資料＞

Virtual Reality 空間で胸部の触診を可能にする 
力触覚提示システムを使用した VR 訓練シミュレータの一検討

本多　和子 1)

A Study of Virtual Reality Palpation training simulator in Nursing education

Kazuko Honda1)

キーワード	 :  VR、看護教育、シミュレータ
KEYWORDS	:  Virtual Reality, nursing education, simulator, haptic technology 

抄録

目的： VR 訓練シミュレータについて、看護教育の専門家である看護教員の専門知識に基づき、使用感や看護学
生への活用についての観点から評価を行う。

方法： 研究協力者は、看護基礎教育でフィジカルアセスメント教育に従事する看護教員 7 名とした。VR 訓練シ
ミュレータを体験した後、看護教員の専門知識に基づき、VR 訓練シミュレータの使用感、看護教育への
効果、今後の活用の可能性について半構造化面接法によるインタビューを行い、類似性に基づいてカテ
ゴリ化を行った。本研究は、横浜創英大学倫理審査会の承認を受けた。

結果： VR 訓練シミュレータの体験を看護教員に質問した結果、使用感として、【骨の触知の知覚感の知覚】【操
作への不慣れ】【操作に慣れる時間の必要性】や、【実際の触診と操作の相違】があがった。看護教育へ
の効果は、【解剖学の理解の深まり】【触知による知識の定着の促進】【触れることへの抵抗感の低減】が
挙げられた。今後の看護教育への活用の可能性について、【他の部位の触診への応用】、【他の看護技術と
複合した実施】などが挙げられた。

結論： VR 訓練シミュレータの使用感として、【骨の触知感の知覚】があげられ骨とそれ以外の組織の部分の触
覚の違いを知覚することが可能であった。【操作への不慣れ】から【操作に慣れる時間の必要性】を感じ
ており、手指の感覚や触知している細かな感覚の再現に課題があることが明らかとなった。今後の看護
教育への効果としては、視覚のみではない、触知が可能なシミュレータの使用により【解剖学の理解の
深まり】が考えられた。さらに【他の部位の触診への応用】や聴診などの【他の看護技術と複合した実施】
などの活用を行うことで、フィジカルアセスメント技術への活用の可能性が示唆された。

1)　横浜創英大学　看護学部　Faculty of Nursing, Yokohama Soei University
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Ⅰ．はじめに
看護教育の学習において、従来のテキストベース

の学習は理論的知識の習得には効果的であるもの
の、実際の臨床現場で求められる複雑な状況判断や
技術的スキルを習得するには限界がある。特に、患
者の身体的状態や空間的な配置に関する理解は、2
次元の教材では再現が難しく、学生が実際に体験し
ながら学ぶ機会が限られていた。これに対し、仮想
現実（Virtual Reality：以下 VR とする）を用いた教
育は、3 次元空間におけるリアルな学習体験を可能
にし、従来の教育手法では得られなかった新たな学
びが可能となる。

看護基礎教育においては、コロナ禍における臨
地 実 習 の 制 限 な ど の 影 響 に よ り、 情 報 通 信 技 術

（Information and Communication Technology） の
導入が急速に進展し、VR を活用した看護教育の方
法が研究されている（小河原，斎藤 ,2022；小水内
ほか，2019）。VR により再現される立体的な状況は、
学生が患者に対する知識・技術に加えて、患者対応
のイメージがつき、実践的スキルを習得するために
有用であるとの報告もある ( 寺本 , 澤渡，2022）。

VR では、患者への適切な体位変換や器具の取り
扱い、緊急時の空間的判断など、実際の看護ケアに
おける身体的な動きや空間配置の把握が必要な場面
を再現することができる。これにより学生は自らの
視点で状況を把握し、手技や判断の正確性を高める
ことが期待できる。さらに、VR はその没入感によっ
て、現場の緊張感や制約を体験させることができ
るため、単なる理論的知識の習得にとどまらず、実
践力の向上も期待することができる ( 横堀，藤倉 , 
2022)。

現 在、VR の 発 展 に よ り、 エ ン タ ー テ イ ン メ ン
ト、医療、教育、産業など多岐にわたる分野での応
用が進んでいる。これに伴い、没入感や臨場感を高
めるためのインターフェース技術への関心も高まっ
ている。その中で、ユーザーが仮想物体に触れたり
操作したりする際の感覚を物理的に再現する力触覚
提示システム技術が研究されている（Kim，et al., 
2002；佐藤ほか，1991）。力触覚提示システムは
仮想環境内の物体の質感や重さ、抵抗などを感じ取
ることができ、より直感的で没入感の高い体験が可
能になる。先行研究では、医師の手術 VR 訓練シミュ
レータにおける外科手術の訓練に使用されている

（Boutin et al., 2024）。
看護技術においても「触れること」は、患者の身

体的および心理的ケアにおける基本的かつ重要な要
素である。さらに、看護師が患者の身体を観察する
ために、触れることは身体的アセスメントには欠か

せない技術である。特に胸部の触診は、呼吸音や心
音を確認するだけでなく、胸部の異常な膨らみや圧
痛の有無を評価する際に重要である。また、胸骨や
肋骨、鎖骨、心臓の位置など解剖学的な構造を正確
に同定する能力も適切な触診を行う上で必要不可欠
である。このような解剖学的理解は、患者の循環器
系や呼吸器系の状態を正確に把握し、適切なケアを
提供するための基盤を形成する。さらに、胸部触診
を正確に行う技術は、患者の状態を早期に察知し、
迅速な判断を行うためにも必要である。

しかし、これまでの VR を活用した看護技術教育
の先行研究では、看護学生に対し、触診をはじめと
する力触覚を使用したものは見当たらなかった。

そこで今回、VR 空間での触診の技術の訓練を再
現するために、 フィジカルアセスメント時に患者に
触れる際に得る、手指の感覚を再現するモデルとし
て、肋骨の触診が可能な VR 胸部のモデル ( 以下 VR
胸部モデルとする ) を作成した。VR 胸部モデルと
力触覚提示システムを組み合わせた、看護教育用の
VR 訓練シミュレータ ( 以下 VR 訓練シミュレータと
する ) の作成を試みた。本研究では、VR 訓練シミュ
レータについて、看護教育の専門家である看護教員
の専門知識に基づき、使用感や看護学生への効果、
活用についての観点から評価を行った。VR に力触
覚提示システムを導入することで可能になる 3 次元
的な学びの可能性について探求し、看護教育のさら
なる発展に向けた実践的示唆を得ることを目的とし
た。

Ⅱ．目的
VR 訓練シミュレータについて、看護教育の専門

家である看護教員の専門知識に基づき、使用感や看
護学生への活用についての観点から評価を行う。

Ⅲ．方法
１．用語の定義
1) VR(Virtual Reality)

コンピューターによって創り出された仮想的な空
間などを現実であるかのように疑似体験できる仕組
みとする。
2) シミュレータ

仮想的な環境や現象を再現し、実際にその動作を
体験できるプログラムとする。
3) 看護教育

看護実践の質の保証あるいは改善のために、看護
職を志向する者および看護職の資格を有する者を対
象として、看護学の体系に則って展開される教授学
習過程とする。
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4) 力触覚提示システム
ユーザーが物理的な対象物や環境と直接触れてい

ない状況でも、触覚 ( 力、振動、圧力など ) を人工
的に提示することで、物体や環境との相互作用をリ
アルに感じさせるシステムとする。

２．研究デザイン
本研究では VR 訓練シミュレータにおける看護教

育に対する効果についてエキスパートレビューを通
じて検証した。エキスパートレビューは、特定分野
における専門的な知識と経験を持つ個人が、対象物
の品質や適合性を評価する方法であり、定量的およ
び定性的なデータの収集に適している。第一段階と
して看護教育の専門家である看護教員に対する実証
実験を行った。第二段階として、看護教育の専門知
識に基づき VR 訓練シミュレータの使用感と看護教
育への効果と活用の可能性についての観点について
のインタビューを行った。VR 訓練シミュレータの
妥当性を評価することを目指した。

３．研究協力者
研究協力者の選定基準は看護基礎教育において

フィジカルアセスメントにかかわる科目の講義や演
習の経験のある看護教員とした。看護学生の学習効
果や活用方法についての意見を語っていただく必要
があるため、教員経験年数を 3 年目以上とした。機
縁法によって選出した看護教員に選定基準について
説明し、対象となる看護教員を紹介していただいた。
除外基準は、研究協力にあたって強制力が働かない
ようにするため、研究者の所属機関以外の看護教員
とした。

紹介を受けた方へ研究の目的や手順、利益やリス
クなどについて文書と口頭による説明を行い、同意
が得られた看護教員 7 名を研究協力者とした。

４．データ収集方法
2023 年 8 月～ 2024 年 3 月の期間で、研究協力

者に VR 胸部モデルと力触覚提示システムを組み合
わせた VR 訓練シミュレータで胸部の触診の体験を
してもらった。VR 訓練シミュレータの操作は、デ
モ画像で操作の練習を 5 分間行った。その後に、胸
部の触診を疑似体験するために、胸部 VR モデルで
の胸骨の触知および、肋骨の触知の体験を行った。

体験後、VR 訓練シミュレータの使用感、看護教
育への効果や今後の可能性について、インタビュー
ガイドを用いた半構造化面接法によるインタビュー
を行った。インタビューはプライバシーの保てる個
室で実施した。インタビュー内容は、VR 訓練シミュ

レータの使用感および看護学生への活用についてと
した。インタビューは研究協力者の許可を得て録音
した。

５．データ分析方法
インタビュー結果から逐語録を作成した。逐語録

を精読し、使用感、看護教育への効果の可能性につ
いて語られている内容を抽出しコード化した。抽出
したコードを、類似性に基づいてカテゴリ化を行っ
た。

６．倫理的配慮
本研究は、横浜創英学研究倫理審査会の承認を得

て実施した（承認番号 2023 － 003 号、承認年月日
2023 年 8 月 1 日）。研究協力者は、機縁法により
選出した。研究協力者に対して、研究の目的、研究
参加は自由意志である事、途中で研究の協力を辞退
しても不利益は生じない事、個人情報を漏洩しない
事、データを匿名化し厳重に管理する事、研究で得
たデータを研究以外で使用しない事、研究成果を公
表する事について文書と口頭で説明し、書面で同意
を得た。実験中に体調不良が生じた場合には、直ち
に実験を中止しすることを約束した。またプライバ
シーを保護できる環境、精神的影響、時間的負担を
考慮しながらインタビューを実施した。

Ⅳ．結果
１．VR 訓練シミュレータの作成について

本 研 究 で は、 力 触 覚 提 示 シ ス テ ム と し て、
SPIDAR-G（アラクノフォース（株）製）（図 1）を
使用した。SPIDAR-G は、東京科学大学の佐藤誠研
究室で開発された。（Kim et al., 2002）仮想現実に
おいて、張力を利用して力学的フィードバックを可
能とし、ユーザーの使用時の身体的負担を可能な限
り低減するため、操作部が軽量なワイヤ駆動型のデ
バイスを選択している。

SPIDAR-G はデバイスの中央にある球形のグリッ
プを操作することで、仮想オブジェクトを操作が可
能になる。デバイスフレームのモータ―とエンコー
ダーに接続されたワイヤが駆動することで、触知感
が提示される。

本研究では、コンピューターグラフィックス（CG）
により人体の胸部モデルの胸骨及び肋骨を触知する
ための胸部 VR モデル（図 2）を作成した。人体の
胸部モデルは、胸骨と肋骨のモデルに肺の構造がわ
かるものとした。今回は、胸骨角から第 2 肋骨が同
定できる手技を再現するものとした。

力触覚提示システムを操作し、手のアイコンが胸
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部の骨に触れると硬さを感じることが可能である。
このことから、看護師が、胸部のフィジカルアセス
メントの際に触診や聴診の基準となる胸骨や肋骨を
同定する技術を体験できる VR 訓練シミュレータと
した。

図 1．力触覚提示システム

２．VR 訓練シミュレータの実証実験について
1) 研究協力者の概要

本研究の研究協力者の概要を表１に示した。研究
協力者 7 名の臨床経験年数の平均は、14 年であった。
教員経験年数の平均は、9.6 年であった。看護基礎
教育における担当領域は、基礎看護学領域が 4 名、
成人看護学領域が 1 名、在宅看護学領域が 1 名、小
児看護学領域が 1 名であった。

研究協力者 7 名の VR を活用した看護技術の指導
経験は、経験ありが 3 名、経験なしが 4 名であった。
2) VR 訓練シミュレータの体験時間

VR 訓練シミュレータの体験時間は平均 15 分で
あった。
3) インタビュー時間

体験後に、研究対象者へのインタビューを行った。
インタビュー時間は平均 30 分（最長 39 分）であっ
た。

３．VR 訓練シミュレータの使用感について
1) インタビュー結果の分析

インタビュー結果から逐語録を作成し、使用感に
ついて語られている内容を抽出し、コードを作成し

た。コードを類似性に沿って、サブカテゴリ、カテ
ゴリを生成した。本研究では、コードを〈　〉、サ
ブカテゴリを《　》、カテゴリを【　】で示した。

VR 訓練シミュレータの使用感についての分析の
結果を表 2 に示した。その結果、【骨の触知感の知
覚】、【操作への不慣れ】、【操作に慣れる時間の必要
性】、【実際の触診と操作の相違】の 4 つのカテゴリ
が抽出された。
【骨の触知感の知覚】については、胸部のフィジ

カルアセスメントを体験した結果、〈骨の硬さの感
覚の知覚〉や〈骨の感覚の知覚〉など《骨の触知感》
が挙げられた。
【操作への不慣れ】については、〈動かす範囲のわ

かりにくさ〉〈ポインターの位置の調整の難しさ〉〈触
ろうとする操作とポインターのずれ〉など操作上の
不慣れからくる困難を感じていた。
【操作に慣れる時間の必要性】については、〈はじ

めの操作が困難〉や〈慣れるまで時間が必要〉など
から、シミュレータの操作に《慣れる時間が必要》
と感じていた。 
【実際の触診と操作の相違】については、〈ポイン

ターの動きとイメージ違い〉や〈触診のイメージの
違い〉を感じていた。

４．VR 訓練シミュレータの看護学生への効果につ
いて

分析の結果を表 3 に示した。その結果、【解剖学
の理解の深まり】、【触知による知識の定着の促進】、

【触れることへの抵抗感の低減】の 3 つのカテゴリ
が抽出された。
【解剖学の理解の深まり】として、〈解剖学的知識

の理解につながる〉や〈立体的な人体の理解につな
がる〉などが挙がった。
【触知による知識の定着の促進】については、〈触

ることで知識がより残る〉や〈リアルな体験が可能〉
などが挙がった。
【触れることへの抵抗感の低減】については、〈触

れることに抵抗感の低減〉や〈テキストの学習と演
習の間を埋める〉などが挙がった。

５．VR 訓練シミュレータの看護教育へ活用方法に
ついて

分析の結果を表 4 に示した。その結果、【他の部
位の触診への応用】【他の看護技術と複合した実施】、

【定量的評価の実施】、の 3 つのカテゴリが抽出され
た。
【他の部位の触診への応用】については、〈腹部臓

器の触診ができる〉といった《腹部の触診》や、〈呼
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吸や循環（拍動など）がわかる〉といった《動きの
触診》、〈皮下気腫の触診ができる〉などの《皮膚の
触診》など他の臓器に関する触診への応用の可能性
について挙げられた。
【他の看護技術と複合した実施】については、〈呼

吸音聴取と合わせる〉や〈心音聴取と合わせる〉な
ど《聴診》との複合についての可能性について挙げ
られた。
【定量的評価の実施】については、〈技術テストの

評価に使用するとよい〉や〈熟練者の手技を真似で
きるようにする〉など、《実技テストへの応用》等
に活用する可能性について挙げられた。

Ⅴ．考察
１．VR 訓練シミュレータの使用感について

今回作成した、 力触覚提示システムを使用した触
診可能な VR 訓練シミュレータは、 デバイスフレー
ムのモータ―とエンコーダーに接続されたワイヤが
駆動することで、触知感が提示される仕様となって
いる｡ VR 訓練シミュレータのポインターを、骨部
分に当てることで、ワイヤの張力により硬いものを
触った感覚を得られる。使用感については、実際
に、【骨の触知感が得られる】といった意見があり、
骨とそれ以外の組織の部分の触覚の違いを感じるこ
とが可能であった。このことは、本研究で作成した
VR 訓練シミュレータが骨の触診から肺や心臓など
の臓器を同定する触診の技術を再現できていたと考
えられる。

図 2．胸部 VR モデル

表 1　研究対象者の概要

平均 範囲 VR を活用した看護技術の指導経験の有無

臨床経験年数 14 年（4 ～ 25 年） あり 3 名

教員経験年数 9.6 年（3 ～ 17 年） なし 4 名

担当領域 人数

基礎看護学領域 4 名

成人看護学領域 1 名

在宅看護学領域 1 名

小児看護学領域 1 名
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表 3　VR 訓練シミュレータの看護学生への効果
カテゴリ サブカテゴリ 主なコード

解剖学の理解の深まり

解剖学的な知識の理解 解剖学的知識を理解につながる

立体的な人体の理解
立体的な人体の理解につながる

内臓と骨の位置関係の理解

触知による知識の定着の促進

触知により知識として残る 触ることで知識がより残る

人体への興味 人体の興味につながる

リアルな体験につながる
リアルな体験が可能

患者の状態を体験可能

触れることへの抵抗感の低減 身体接触への抵抗感の低減
人体に触れることへの抵抗感の低減

テキストの学習と演習の間を埋める

表 4　VR 訓練シミュレータの看護教育へ活用
カテゴリ サブカテゴリ 主なコード

他の部位の触診への応用

腹部の触診 腹部臓器の触診ができる

動きの触診 呼吸や循環（拍動など）がわかる

腫瘤の触診 腹部の腫瘤を触診ができる

皮膚の触診 皮下気腫の触知ができる

他の看護技術と複合した実施

聴診
呼吸音聴診と合わせる

心音聴取と合わせる

コミュニケーション コミュニケーションと合わせる

体位変換 体位を変える

バイタルサイン測定 バイタルサイン測定と合わせる

注射や採血 注射や採血などと合わせる

心肺蘇生 心肺蘇生とか救命措置とか

定量的評価の実施

解剖学的知識の確認 解剖学の知識の確認テストと合わせるとよい

実技テストへの応用 技術テストの評価に使用するとよい

熟練者の模倣 熟練者の手技を真似できるようにする

表 2　VR 訓練シミュレータの使用感
カテゴリ サブカテゴリ 主なコード

骨の触知感の知覚

骨と臓器の触知感 骨とそれ以外の感覚の違いの知覚

骨の触知感
骨の感覚の知覚

骨の硬さの感覚の知覚

操作への不慣れ

動かす範囲の不慣れ 動かす範囲のわかりにくさ

ポインターの調整の不慣れ
ポインターの位置の調整が難しい

触ろうとする操作とポインターのずれ

操作に慣れる時間の必要性
はじめの操作の困難感

はじめての操作が困難

はじめの操作が順調にいかない

慣れる時間が必要 慣れるまで時間が必要

実際の触診と操作の相違

操作とイメージとの違い
ポインターの動きとイメージの違い

触知感と操作のイメージの違い

実際の触診との違い
触診のイメージとの違い

触診時の手技との違い
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しかし、使用する際に操作に慣れるまでは、【操
作への不慣れ】を感じ、【実際の触診と操作の相違】
を感じていた。このことから、実際の触診の技術を
再現するためには、手指の感覚や触知している細
かな感覚の再現に課題があると考える。今回使用し
た力触覚提示システムのグリップ部分が球体であっ
たこと、研究対象者がこれまでに経験したことのな
いタイプのものであることが原因であると考えられ
た。これらは、使用の前に使用説明を行ってから操
作を行うことで、操作に慣れることができ、骨部の
触診の体験ができることが考えられる。また、グリッ
プ部分については、より再現性を高める形状のもの
を検討する必要があると考えられた。

現代の看護学生は「デジタルネイティブ世代」と
呼ばれ、幼少期からパソコンやスマートフォンに親
しんでおり、VR 空間での操作にもゲームなどを通
じて慣れている可能性がある。そのため、VR 訓練
シミュレータへの適応が早いことが予想される。今
後は、看護学生に実際に体験してもらい、使用感に
関する検討を行う必要がある。

２．VR 訓練シミュレータの看護学生への効果
VR 訓練シミュレータの看護学生への効果として、

【解剖学の理解の深まり】として、これまでの VR 教
育の触覚がなく見るだけのコンテンツと比較して、

〈解剖学的知識の理解につながる〉や〈立体的な人
体の理解につながる〉という意見が挙がった｡

これらのことから、VR 訓練シミュレータで肋骨
の触診が可能になることで、看護学生が解剖学的な
知識を活用したより実践的な触診技術を学ぶことが
できると考えられた。触診は、手で直接的に臓器の
状態を把握するために行う技術である。肺や心臓な
どの臓器は、皮膚の外側から位置を把握することが
できないため、骨をランドマークとして臓器の位置
を同定する。そのために触れる骨の位置と臓器の関
係の理解は重要である。この VR 訓練シミュレータ
では、臓器の位置の理解と臓器の位置を同定するた
めのランドマークとなる骨部の部位の理解が可能に
なるため、解剖学的な理解とともに触診の技術を学
ぶことが可能であると考えられた。

また、患者に直接触れる前に、安全かつ何度でも
練習できるため、学生は骨の位置を臓器との関連を
意識しながら､ 繰り返し練習することで、確実に理
解することにつながると考えられた。
【触知による知識の定着の促進】については、対

象となる看護学生が、手を使うなど体を動かすこと
で印象に残る事や、触知することによる刺激により、
より印象が強くなることが考えられた。

触知による知識の定着については、実際に検証の
必要性があると考えられる。
【触れることへの抵抗感の低減】については、「触

れることに抵抗感がなくなりそう」「学生同士の演
習よりも手軽」などの意見があった。

本研究の研究協力者である看護教員からは日々の
看護教育の中で「他者に触れることに抵抗感」をも
ち、学内演習等でクラスメイトへ実施する際も触れ
ることを躊躇する看護学生を見てていると話されて
いた。そういった「他者に触れることへの抵抗感」
をもつ看護学生に対し、患者へ直接触れる経験の前
に【触れることへの抵抗感の低減】が可能となる効
果を感じていることが考えられた。これらのことか
ら、初学者である看護学生にとって、触れることに
対する漠然とした不安や、失敗しても患者に害を及
ぼす心配がないことが安心感につながり、より効果
的な学習につなげることができるのではないかと考
えられた。

３．VR 訓練シミュレータの看護教育への活用方法
について

VR 訓練シミュレータの看護教育への活用方法と
して、【他の部位の触診への応用】として、《腹部の
触診》や《動きの触診》など、看護師が行うフィジ
カルアセスメントの技術への応用の可能性について
の意見が挙がった。【他の看護技術と複合した実施】
として、《聴診》や《コミュニケーション》などの
技術を複合した技術の実施の可能性についても意見
が挙がった。先行研究でも、VR 空間で聴診を行う
研究（濱本，2020）も行われており、それらの技
術と組み合わせることが可能であると考えられた。

実際に患者へのフィジカルアセスメントを行う前
に様々な部位のアセスメント技術を、複合した形で
行うことで、看護技術の向上につながることが考え
られた。

さらに、【定量的評価の実施】として、《実技テス
トへの応用》という意見が挙がった。これらは、VR
空間では、学生の触診技術を定量的に評価できるた
め、触診時の圧力、触診部位の位置の正確さ、手技
の流れなどを評価指標として記録し、個別にフィー
ドバックを提供できることも考えられた。これらは、
今後の VR 訓練シミュレータの開発のアイデアとし
て使用することができると考えられた。

本研究の限界と今後の課題
本研究では学提示システムを使用した触診可能な

VR 訓練シミュレータを作成し、実験的に看護教員
へのインタビュー調査を行った。本研究で研究協力
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者となった看護教員は、看護師の資格を有しており、
人体の解剖やフィジカルアセスメントに関する豊富
な経験と知識・技術を有している。そのため、VR
訓練シミュレータと人体との比較が可能であった可
能性がある。初学者の看護教育へ活用するためには、
解剖学の学習の後にするなど、導入時期の検討など
を十分に行う必要が考えられる。

Ⅵ．結論
１．今回作成した、VR 訓練シミュレータの使用感
は、【骨の触知感の知覚】ができるなど、骨とそれ
以外の組織の部分の触覚の違いを感じることが可能
であった。VR 訓練シミュレータの操作に慣れるま
で時間がかかることから、【操作への不慣れ】や【操
作に慣れる時間の必要性】【実際の触診と操作の相
違】の課題が挙げられた。

２．看護学生への効果と今後の看護教育への活用と
しては、視覚のみではない、触知が可能な VR 訓練
シミュレータの使用により【解剖学的理解の深まり】
が考えられ、さらに問診や聴診など【他の看護技術
と複合した実施】を行うことで、フィジカルアセス
メント技術の教育への活用の可能性が示唆された。
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＜資料＞

成人看護学急性期実習の実習前準備教育における 
シミュレーション教育の学生の学び 

－ VR 教材の学習効果の検討－

岩谷　正美 1)　西出　久美 1)

Learning from Simulation Education in Preparatory Education for 
Adult Nursing Acute Care Practicum 

－ Study of the learning effect of VR teaching materials －

Masami Iwaya1), Kumi Nishide1)

キーワード	 :  シミュレーション教育、バーチャルリアリティ、 
成人看護学急性期実習、自己調整学習方略

KEYWORDS	:  Simulation Education, Virtual Reality,  
Adult Nursing Acute Care Practicum,  
Self-regulated learning strategies

抄録

目的： 成人看護学急性期実習の実習前準備教育におけるシミュレーション教育の学生の学びから、Virtual 
Reality(VR) 教材の学習効果を検討する。

方法： VR 教材使用後の学習効果についてのアンケート 9 項目と看護技術の習得における「自己調整学習方略」
尺度 37 項目を使用し、記述統計量、相関係数を使って分析した。

結果： 11 名（回答率 13.9％）から研究協力を得た。VR 教材を使用した学内演習の学習効果は、術後患者のイ
メージ化と全身麻酔下で手術を受ける患者の理解、術後観察のポイントの理解、実習への意欲の平均得
点が高かった。看護技術の習得や動機づけに影響を与える「自己調整学習方略」は、認知的側面の「理
解・想起・体制化方略」と「リハーサル方略」および動機づけ的側面のすべての方略において尺度合計
得点の平均得点が高かった。VR 教材使用後の学習効果と看護技術の習得における「自己調整学習方略」
の相関は、「急性期実習の自己練習での VR 教材による演習によって、全身麻酔下で手術を受けた患者の
術後の観察のポイントがわかるようになった」と「リハーサル方略」が 0.627(p<.05)、「想像方略」が 
0.693(p<.05) で有意な正の相関がみられた。

結論： 成人看護学急性期実習の実習前準備教育における VR 教材を使用したシミュレーション教育は、学習者へ
臨地実習への手がかりを与え、見通しを導き、かつ「自己調整学習方略」の認知的側面および動機づけ
的側面に影響を与える学習方法のひとつである可能性が示唆された。

1)　横浜創英大学　看護学部　Faculty of Nursing, Yokohama Soei University
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Ⅰ．はじめに
人口構造の変化や医療の高度化・複雑化、医療技

術の進歩などの流れの中で、看護職に期待される役
割は大きく、看護系大学における教育内容において
は、科学的根拠に基づいた看護の実践に必要な臨床
判断力を養うための工夫や教育の質の保証が求めら
れている ( 厚生労働省 , 2019)。そのため、授業形態
は、知識伝達型から、ブレインストーミングや問題
解決型学習 (Problem-Based Learning)、シミュレー
ション教育などのアクティブラーニングを積極的に
取り入れ、講義、演習、実習を有機的に関連づけて
いくことが必要であり ( 文部科学省 , 2019)、学習者
は自己調整学習によって能動的に自分自身の学習過
程に関与し、深い学びの経験から、自ら考える力を
伸長させていくことが求められている。

本学においても成人看護学急性期実習の履修者
は、実習前の準備教育として、侵襲時の生体反応や
侵襲を受ける患者への看護を復習し、ナーシングス
キル ® 視聴などの事前課題を学習後、自己練習を実
施してきた。自己練習では、複数の紙面事例から
周手術期のリスクアセスメントを行い、術後合併症
に関する看護問題を考え、高機能シミュレータの
Physiko® や学生を模擬患者に見立てて観察し、日
常生活援助の演習を実施してきた。しかし、臨地実
習において、実際の術後患者を目の前にすると、学
生は刻々と変化する患者の経過を理解するのに精一
杯であり、知識を活用してフィジカルイグザミネー
ションを行うことや術後合併症のリスク回避に向け
た援助技術は、実習指導者、教員より随時指導を受
けながら実施しているのが現状であった。

成人看護学急性期実習は、学生にとっては難易度
の高い実習として位置づけられている ( 日本看護系
大学協議会 , 2015)。また、患者の権利への配慮や
医療安全確保の対策が強化される中で、実習におけ
る身体侵襲性の高い看護技術を実施する機会は限ら
れてきており、昨今の新型コロナウイルス感染症に
よる臨地実習中止、もしくは時間短縮による影響が
相まって、ますます患者との接触時間が減少してき
ている ( 日本看護系大学協議会 , 2020)。そのため、
学生が知識を統合させて判断し、自信をもって行動
できる対応力を向上させるための、より効果的な学
習支援が行える教材の必要性を課題としていた。

自己調整学習には予見段階、遂行段階、内省段階
の 3 つ の 段 階 が あ り (Zimmerman, 1998, 2000)、
自己調整のスキルは、モデリング ( 観察学習 )、他者
による指導やフィードバック、共同作業などによっ
て獲得される (Schunk & Zimmerman, 2008)。そし
て、自己調整学習を進めていくプロセスの中で用い

られる自己調整学習方略は、自己調整学習の遂行段
階で学習や動機づけに影響を与える学習方略である
とされており ( 伊藤 , 2009)、特に学習方略の使用に
より動機づけが高まること ( 岡田 , 2007) が示され
ている。

今回、2023 年度成人看護学急性期実習より実習
前準備教育の学内演習において、株式会社コミュニ
ケーション・プランニングの Virtual Reality( 以下
VR とする ) を用いた VR コンテンツによるシミュ
レーション教育を導入することになった。VR は人
工的に作られた仮想空間の中でも現実味を持って体
験できる視聴覚教材であり、同時に多人数が体験で
きる、各々の学生が見たい視点で学べる、再現性が
高く、体験できる課題の質が一定であるなどのメ
リットがある。また、没入感や疑似体験による手技
や手順の理解のしやすさ ( 渋谷ほか , 2020) や、対
象者理解を効果的に体得できる ( 川上ほか , 2022)、
視覚や聴覚への音声による情報提示により臨床現場
を想起しやすくなる ( 佐藤ほか , 2020) などのモデ
リング効果が報告されており、今回導入する VR コ
ンテンツも患者に対する面接や行動観察、身体診査、
処置・ケア、電子カルテの閲覧などが体験できる。

そこで本研究では、成人看護学急性期実習の実習
前準備教育におけるシミュレーション教育の学生の
学びから VR 教材の学習効果を検討するために、ア
ンケート調査を行い、今後の課題を明らかにするこ
ととした。

Ⅱ．目的
成人看護学急性期実習の実習前準備教育における

シミュレーション教育の学生の学びから VR 教材の
学習効果を検討する。

Ⅲ．研究方法
１．用語の定義
「シミュレーション教育」とは、アクティブラー

ニ ン グ を 引 き 出 す 教 育 方 略 の 一 つ で あ り ( 阿 部 , 
2016)、臨床により近い状況で学習者が医療行為や
ケアを経験し、振り返り、知識・技術・態度の統合
を目指す教育である ( 阿部 , 2013)。
「自己調整学習」とは、学習者が、習得目標の達

成をするように体系的に方向づけられた認知、情動、
行動を自分で生起させ維持する過程のことである
(Schunk & Zimmerman, 2008)。
「自己調整学習方略」とは、自己調整学習の遂行

段階で用いられる学習や動機づけに影響を与える学
習方略である ( 伊藤 , 2009)。
「自己練習」とは、学生が正規の授業時間以外に
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行う学内演習のことである。成人看護学急性期実習
で必要とされる知識、技術、態度を学習するための
グループ演習も含む。

２．研究協力者
研究協力者は、A 大学看護学部看護学科の成人看

護学急性期実習の履修者である。臨地実習前の自己
練習において、VR コンテンツによるシミュレーショ
ン学習を体験後、成人看護学急性期実習を履修した
ものとした。

３．VR を使用したシミュレーション学習の実施内
容

A 大学看護学部看護学科の成人看護学急性期実習

の履修者は、実習前の準備教育として、自己練習
による学内演習において 1 回 3 時間、計 3 回の VR
コンテンツによるシミュレーション学習を体験し
た。シミュレーション学習には、株式会社コミュニ
ケーション・プランニングから提供されている「X 
Training for Nursing®」の成人看護学シミュレーショ
ン事例「直腸癌術後事例」を使用した。学内演習の
1 回目は術後 6 時間、2 回目は術後 2 日目、3 回目
は術後 5 日目のそれぞれの時期と術後経過に応じた
フィジカルアセスメントと合併症に対する看護につ
いて考える内容とした。

シミュレーション学習の事前学習課題は、①事例
の術前情報から全身状態のアセスメントを行い、術
後に起こりうる合併症を考える ( 図 1)。②事例に提

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

図 1．リスクアセスメント用紙（一部抜粋）

「領域」はゴードンの機能的健康パターンに対応



－ 34 －

示された直近の情報から術当日、術後 2 日目、術後
5 日目に予測される合併症と情報収集項目を考えて
参加するとした。

各回の学内演習では、最初に学生が考えてきた合
併症と情報収集項目について確認を行い、その後、
教員が「X Training for Nursing®」の VR コンテン
ツ (PC バージョン・360°動画 ) を操作し、一面投影
の映像によりシミュレーション事例に対する問診と
身体診察を実施した ( 図 2)。ここでは、学生が考え
てきた観察項目を確認しながら、教員は観察の根拠
とポイントを示し、VR 動画を使って身体診察を実
施した。

次に、学生は数名のグループに分かれ、事例と
ほぼ同様の全身状態に設定されたシミュレータの
SCENARIO® 1 台、Physiko® 2 台 を 使 用 し、1 回 目
は術後 6 時間、2 回目は術後 2 日目、3 回目は術後
5 日目のそれぞれの身体診察とフィジカルアセスメ
ントを実施した ( 図 3)。その後、学生間で考えた観
察項目と判断の根拠についてデブリーフィングを行
い、教員は術後経過によって生じやすい合併症と判
断の根拠についてファシリテートした。最後に、ア
セスメント結果をふまえて看護問題の抽出と援助内
容を考え、リフレクションを記載後、各回の学内演
習を終了とした。

研究協力者は、成人看護学急性期実習前の学内演
習を体験後、2023 年 5 月上旬から 8 月上旬にかけ
て 4 クールに分かれて 3 単位 (15 日間 ) の成人看護
学急性期実習を履修した。

４．調査期間
調査は、成人看護学急性期実習を履修後、研究協

力者へ成績が通知された以降の 2023 年 11 月から
2024 年 1 月に実施した。

５．調査方法
2023 年 11 月から 12 月に任意に集合した研究

協力者へ研究者以外の教員が研究協力の依頼文書を
配布し、アンケート調査の目的、方法を口頭と文書
により説明した。調査方法は、Web を用いた質問
紙調査とし、自由意思のもと研究協力に同意の得ら
れた学生に対して Google フォームの入力による回
答を依頼した。調査は、Web の入力期間であれば
Google フォームへ何度もアクセスできるが回答は
一回のみであり、回答の送信により本調査に同意し
たとみなすこと、回答を送信した後は誰が回答した
か分らないため、同意撤回はできないことを文書に
より説明した。

2023 年 11 月から 2024 年 1 月の調査期間中は、

図 2．自己練習の VR 教材による学内演習の様子 
（事前に写真撮影の許可を得て掲載）

図 3．シミュレータ人形による身体診察 
（事前に写真撮影の許可を得て掲載）
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アンケート調査の目的・調査方法・倫理的配慮・研
究者名などを記載したポスターを成人看護学演習室
の入口に掲示した。

６．調査内容
アンケートの質問項目は、VR 教材使用後の学習

効果についてのアンケート 9 項目と看護技術の習得
における自己調整学習方略尺度 37 項目 ( 岩屋 , 戸ヶ
里 , 2017) を用いた。
1) VR 教材使用後の学習効果についてのアンケート

VR 教材使用後の学習効果についてのアンケート
は、研究者らが作成したアンケート調査である ( 表
1)。調査項目は、4 つの大項目に分類されている。
イメージ化に関する質問項目は、Q1、Q2、Q3 である。
全身麻酔下で手術を受ける患者の理解を問う質問項
目は Q4、Q5 である。また、Q6、Q7 は術後観察の
ポイントの理解についての質問項目である。最後に、
実習への自己効力感に対する質問項目は、Q8、Q9
であるが、Q8 は実習への意欲、Q9 は実習への自信
に関する内容とした。いずれも「あてはまる」「や
やあてはまる」「どちらでもない」「あまりあてはま
らない」「あてはまらない」の 5 件法で質問した。
2) 看護技術の習得における自己調整学習方略尺度

看護技術の習得における自己調整学習方略尺度
( 岩屋 , 戸ヶ里 , 2017) は、看護技術の習得における
自己調整学習方略の認知的側面 3 下位尺度と動機づ

け的側面 5 下位尺度から構成され ( 表 2)、各下位尺
度のクロンバックのα係数は .605 ～ .741 で信頼性、
妥当性が検証されている。いずれも「あてはまる」「や
やあてはまる」「あまりあてはまらない」「あてはま
らない」の 4 件法で質問した。

看護技術の習得における自己調整学習方略の認知
的側面 3 下位尺度の一つ目の「理解・想起・体制化
方略」は、看護技術を身につける自己練習において
講義で理解したことを想起し、既習内容を相互に関
連づけまとめながら学習する方略のことである。こ
れは 7 項目で構成される。
「リハーサル方略」は、看護技術が身につくよう

に何度も繰り返し練習する方略で、機械的な反復だ
けでなく、情報の意味を考えながら、あるいは意味
による体制化を行いながら情報を繰り返すことであ
る。これは 5 項目で構成される。
「注意集中方略」は、自己練習時に重要なことに注

意を向ける方略である。これは 4 項目で構成される。
動機づけ的側面 5 下位尺度の一つ目の「整理方略」

は、ノートの整理の工夫や自己練習を行いやすいよ
うに練習スペースを整えることで動機づけを高める
方略である。これは 4 項目で構成される。
「想像方略」は、ポジティブなイメージを描くこ

とで自己練習への動機づけを高める方略である。こ
れは 3 項目で構成される。
「負担軽減方略」は、負担を減らしながら自己練
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習への動機づけを高める方略である。これは 8 項目
で構成される。
「めりはり方略」は、自己練習の量と時間にめり

はりをつけることで集中力を高める方略である。こ
れは 3 項目で構成される。
「学び合い方略」は、他者に相談する項目（援助

要請）だけでなく、教え合いいっしょに練習するこ
とで動機づけを高める方略である。これは 3 項目で
構成される。

看護技術の習得における自己調整学習方略尺度の
使用許諾に関しては、作成者よりメールで許可を得
てから調査を実施した。
3) その他

VR 教材への感想・意見に関しては、自由記述に
よる任意の回答を求めた。

研究協力者の属性に関する情報は、調査項目に含
まなかった。

７．分析方法
VR 教材使用後の学習効果についてのアンケート 9

項目は、平均得点と標準偏差を記述した。
看護技術の習得における自己調整学習方略は、各

下位尺度の範囲及び各下位尺度の合計得点の平均得
点、標準偏差を記述した。

また、VR 教材使用後の学習効果についてのアン
ケート 9 項目と看護技術の習得における自己調整
学習方略の各下位尺度 8 項目を Spearman の順位
相関係数を用いて解析した。有意確率は、両側 5%

水準に設定した。統計解析は、IBM SPSS Statistics 
29.0.0.0 を使用した。

８．倫理的配慮
本研究は横浜創英大学研究倫理審査委員会の承認

( 承認番号：2023-002 号 ) を得て実施した。
回答は Web を用いた質問紙調査とし、 自由意思の

もと、Google フォームへの入力 ( 無記名 ) による回
答を依頼した。また、Google フォームはメールアド
レスを収集しない設定のため、回答によりメールア
ドレスは収集されず、個人が特定されるようなこと
は一切ないこと、調査は、成人看護学急性期実習が
終了し、成績を決定した後に行われること、アンケー
トの内容および調査結果は成績に関係しないこと、
調査への協力の有無により成績評価や教育・指導に
影響しないこと、アンケートの集計は研究者以外の
ものが行い、送信日時の情報を削除した回答をデー
タとし、統計的に分析することなどを研究協力依頼
文に明記した。

著作権については、株式会社コミュニケーション・
プランニングより、社名、商品名、VR の写真を掲
載することの許可を得て、論文に記載した。

Ⅳ．結果
１．研究協力者

79 名に研究説明を行い、11 名 ( 回答率 13.9％ )
より回答を得た。また、アンケートの調査項目全て
に回答しているものを有効回答とした ( 有効回答率
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100％ )。

２．VR 教材の学習効果
VR 教材使用後の学習効果について、各質問項目

の平均得点と標準偏差を表 1 に示した。VR 演習に
よるイメージ化に関する質問項目の Q1、Q2、Q3
の平均得点と標準偏差は 4.0 ～ 4.1 ± 0.6 ～ 0.8 で
あった。全身麻酔下で手術を受ける患者の理解につ
いての質問項目の Q4、Q5 は 4.1 ～ 4.2 ± 0.5 ～ 0.6
であった。また、術後観察のポイントの理解につい
ての質問項目の Q6 と Q7 は、Q6 は 4.3 ± 0.8、Q7
は 4.1 ± 0.7 で あ り、Q6 は 天 井 効 果 を 示 し た が、
本研究において重要な項目であるため分析に使用し
た。実習への自己効力感についての質問項目の Q8
と Q9 は、Q8 の実習への意欲は 4.0 ± 0.8 であった
が、Q9 の実習への自信は 3.7 ± 0.8 で、他の質問
項目よりも平均得点が低い結果であった。

３．実習前学内演習の看護技術の習得における自己
調整学習方略

本研究の看護技術の習得における自己調整学習方
略の調査結果を表 2 に示した。「注意集中方略」は
逆転項目のため分析前に得点を反転し、結果を記述
した。

４．VR 教材の学習効果と自己調整学習方略の関係
VR 教材使用後の学習効果についてのアンケート

項目と看護技術の習得における自己調整学習方略の
各下位尺度の相関を Spearman の順位相関係数で
解析し、表 3 に示した。VR 教材使用後の学習効果
と看護技術の習得における自己調整学習方略の相関

は、Q6 の「急性期実習の自己練習での VR 教材によ
る演習によって、全身麻酔下で手術を受けた患者の
術後の観察のポイントがわかるようになった」と「リ
ハーサル方略」が 0.627( ｐ <.05)、Q6 と「想像方
略」が 0.693( ｐ <.05) で有意な正の相関がみられた。
Q6 以外の質問項目と看護技術の習得における自己
調整学習方略の各下位尺度には、有意な相関はみら
れなかった。

５．VR 教材への感想
自由記述による VR 教材への感想は、「イメージ

しやすく分かりやすかった」「バイタルサインなど、
必要な観察項目について VR を使用しながら知るこ
とができイメージができた」「何日目にどのような
合併症が起きている可能性があるから何を観察しな
ければいけないのかを考え、教員へ質問しながら行
うことができ良かった」「VR は他の授業でもあまり
使用しないので、より内容などに興味を持って授業
に参加できるため学習意欲につながったと感じる」
であった。

Ⅴ．考察
本研究は、VR 教材によるアクティブラーニング

の学習効果に着目し、自ら学ぶ力をどのように伸長
させているかを自己調整学習方略の認知的側面、動
機づけ的側面から明らかにするため、VR 教材によ
る学習効果のアンケート、看護技術の習得における
自己調整学習方略に関するアンケート、そして双方
の関連を調査した。

本研究の看護技術の習得における自己調整学習方
略の合計得点平均は、看護短期大学および看護専門
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学校の 2 年次生 183 名を分析対象とした岩屋 , 戸ヶ
里 (2017) の調査結果と比較すると「注意集中方略」
以外は概ね高い得点であった ( 表 4)。

認知的側面の自己調整学習方略は、認知活動自体
を効率化するものであるため、知識や理解を深める
ことから学業成績に直接的に規定しているものであ
るとされる ( 伊藤 , 2009)。「理解・想起・体制化方略」
は、看護技術を身につける自己練習において講義で
理解したことを想起し、既習内容を相互に関連づけ
まとめながら学習する方略のことである。本学の成
人看護学急性期実習前の学内演習は、「理解・想起・
体制化方略」の平均得点が高かったため ( 表 4)、低
学年の講義や演習を想起し、実習での学びから理解
したことを繰り返し想起する学習になっていると考
えられた。また、VR 教材使用後の効果についての
アンケート結果の VR 演習によるイメージ化に関す
る質問項目の平均得点が高いことや自由回答記述の

「イメージしやすく分かりやすかった」「バイタルサ
インなど、必要な観察項目について VR を使用しな
がら知ることができイメージができた」という感想
からも、VR 教材は臨床状況のイメージ化を促進さ
せ、術後の観察ポイントの理解の手がかりになって
いるものと推測される。そして、学年が上がるにつ
れて既習内容を相互に関連づけてまとめる力が身に
ついてくることを示していると考える。
「リハーサル方略」は、看護技術が身につくよう

に何度も繰り返し練習する方略のことである。「リ
ハーサル方略」は、VR 教材使用後の効果のアンケー
ト項目である「急性期実習の自己練習での VR 教材
による演習によって、全身麻酔下で手術を受けた患
者の術後の観察のポイントがわかるようになった」
と有意な正の相関がみられた ( 表 3)。また、アン

ケートの自由回答記述に「何日目にどのような合併
症が起きている可能性があるから何を観察しなけれ
ばいけないのかを考え、教員へ質問しながら行うこ
とができ良かった」との回答からも、自己練習での
学内演習による VR 体験とシミュレータによる身体
診察やデブリーフィングは、情報の意味を考え、意
味による体制化を行いながら情報を繰り返す反復学
習となっており、全身麻酔下で手術を受けた患者の
術後の観察ポイントを理解するためのより効率的な
学びになっていることが示唆された。辻ほか (2023)
は、初めて病院実習へ行く学生のための環境整備に
焦点を当てた VR 教材の開発を行い「環境整備実践
へのイメージ化への有用性」を明らかにした。辻ほ
か (2023) の調査結果では「実践のイメージが付く」

「何度でもできる」などの意見があり、本研究結果
からも VR 教材は、イメージ化や反復学習によって
認知的側面に影響を与える学習教材であると考えら
れた。
「注意集中方略」は、岩屋 , 戸ヶ里 (2017) の調査

では 14.9 ± 2.3 が、本研究は 9.3 ± 2.1 と低かった。
「注意集中方略」は、自己練習時に重要なことに注
意を向ける方略であり、逆転項目であるため、この
項目が低い得点であることは、自己練習中に混乱し
たり、わからなくなることがよくあることや大事な
ことを身につけるのが難しいととらえていることを
表している。VR 教材使用後の効果のアンケート項
目の「急性期実習の自己練習での VR 教材による演
習によって、実習への自信がついた」は他の調査項
目より平均得点がやや低かったことから、成人看護
学急性期実習前の学内演習は、低学年の自己練習の
内容に比べて学習の難易度が高く認識されているも
のと推測できる。岩屋 , 戸ヶ里 (2017) は、「リハー
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サル方略」を使用する学生ほど「注意集中方略」を
使用して看護技術における自信を高めていたこと述
べている。教員のファシリテートを受けながら課題
に取り組むことにより、学内演習時には重要なこと
へ注意を向けるきっかけになっているのではないか
と考えられるが、成人看護学急性期実習前の学内演
習の課題の難易度や取り組みやすさについては、再
検討が必要である。合田 (2024) は、小児看護学臨
地実習前の学内演習での教育実践から、学内演習に
VR 教材やシミュレータを使用するメリットは、多
くの課題解決が迫られる臨地実習への「正の学習転
移」につながることであり、特に VR 教材は、大人
数が一斉に視聴できることやいつでもどこでも何度
でも繰り返し体験できるため、事前学習課題として
疑似体験を課した反転学習を設計することも可能で
あると述べている。今回の学内演習では、観察学習
を意図して PC バージョン・360°動画の VR コンテ
ンツを使用したが、本学はヘッドマウントディスプ
レイ ( 以下 HMD とする ) も保有しているため、今
後は HMD を使用して学生が何度でも繰り返し体験
できる学習機会を増やしていくこと、そして、HMD
のメリット、デメリットについても検討していく必
要がある。

次に、動機づけ的側面の自己調整学習方略は、学
習に向かおうとする動機づけを調整するものである
ため、学習への粘り強い取り組みを促し、その結果
として、学業成績が向上していることが考えられて
いる ( 伊藤 , 2009)。動機づけ的側面の「整理方略」は、
ノートの整理の工夫や自己練習を行いやすいように
練習スペースを整えることで動機づけを高める方略
である。「整理方略」は、「リハーサル方略」「理解・
想起・体制化方略」の学業遂行度に影響していると
考えられている ( 岩屋 , 戸ヶ里 , 2017)。また、学
業上のストレスに対する直接的で積極的な対処であ
り、内発的な動機づけと関連があるとされる ( 伊藤 , 
2009)。本研究では、看護技術の習得における自己
調整学習方略の「整理方略」を多く使用していたこ
とから ( 表 4)、成人看護学急性期実習の学内演習で
はシミュレーション学習のために練習スペースを整
えながら演習することができていると考えられ、「リ
ハーサル方略」や「理解・想起・体制化方略」にプ
ラスの影響を与えていることが推測された。
「想像方略」はポジティブなイメージを描いて動機

づけを高める方略である。VR 教材使用後の学習効
果のアンケート項目である「急性期実習の自己練習
での VR 教材による演習によって、全身麻酔下で手
術を受けた患者の術後の観察のポイントがわかるよ
うになった」と有意な正の相関がみられたことから

( 表 3)、VR 教材はよりリアルに臨床状況が想起でき
る学習教材であり、学内演習で臨床経験豊富な教員
の説明を受けながら視聴することによって、術後の
観察ポイントの理解につながり、実習へのプラスの
イメージを持ちながら動機づけを高めているものと
推測された。
「負担軽減方略」は、負担を減らしながら自己練習

への動機づけを高める方略である。「負担軽減方略」
は、学業ストレッサーを高く評価し、回避的な対処
によってストレスを適切に処理できない学生がよく
用いる外発的動機づけに関する方略とされる ( 伊藤 , 
2009)。成人看護学急性期実習は、学生にとっては
難易度の高い実習として位置づけられている ( 日本
看護系大学協議会 , 2015) ことから、研究協力者に
おいても急性期実習は学業ストレッサーとして高く
認識されているものと考えられた。合田 (2024) は、
VR 教材やシミュレータを導入することは新奇性が
あり学生の興味を喚起するだけでなく、リアルな例
示によってイメージ化を促進したり、外的動機づけ
によって学習意欲の向上を後押ししたりすることが
できると述べている。本研究では「負担軽減方略」
は、VR 教材使用後の学習効果についてのアンケー
ト項目の Q8 と Q9 とは有意な相関がみられなかっ
たことから、「負担軽減方略」と急性期実習への意
欲や自信との関連性は明らかにならなかった。しか
しながら、自由回答記述より「VR は他の授業でも
あまり使用しないので、より内容などに興味を持っ
て授業に参加できるため学習意欲につながったと感
じる」との意見があり、興味のあることに関連づけ
ながら外発的動機づけを高めて学習意欲につながっ
た学生もいたと考える。
「めりはり方略」は内発的動機づけと関連があり

( 伊藤 , 2009)、自己練習の量と時間にめりはりをつ
けることで集中力を高めているものと考えられてい
る。岩屋 , 戸ヶ里 (2017) は、練習を繰り返す「リ
ハーサル方略」を使用する学生ほど「めりはり方略」
を使用して看護技術の習得における自信を高めてい
ることを明らかにしている。本研究では「リハーサ
ル方略」「めりはり方略」共に、高い平均得点であっ
たことから ( 表 4)、VR 教材によるシミュレーショ
ン学習は、量と時間にめりはりをつけながら集中力
を高め、繰り返し学習できる機会となっており、学
習者は「めりはり方略」を効果的に使用しながら看
護技術の習得の自信が高められるように自己練習に
取り組んでいるものと推測された。
「学び合い方略」は社会的方略とされ、他者への援

助要請だけでなく、教え合いいっしょに練習するこ
とで動機づけを高める方略でもある。自己練習によ
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る学内演習では、仲間同士の自由参加を可能として
いる。本研究では高い平均得点であったため ( 表 4)、
仲間同士の教え合いにより学生主体の学習環境が提
供され、内発的動機づけにプラスに働いているもの
と考えられる。

岡田 (2007) は、高校生の英単語学習において、
方略を教授されることで学習者自身がこれからどの
ように学習していくかの手がかりを得ることがで
き、今後の見通しが立てられるだろうと述べている。
本研究結果からも、研究協力者は、様々な看護技術
の習得における自己調整学習方略を用いて自己練習
による学内演習を行っていた。よって、成人看護学
急性期実習前の準備教育における VR 教材を使用し
たシミュレーション教育は、学習者へ臨地実習への
手がかりを与え、見通しを導く効果的な学習方法の
ひとつである可能性が示唆された。

本研究の限界は、一大学施設における調査結果で
あり調査への協力者も少数であることから得られた
結果は限定的である。VR 教材使用後の学習効果に
ついてのアンケート項目は、プレテストを実施して
いないため信頼性・妥当性が確保されていない。ま
た、有意な相関関係を示した Q6 と「リハーサル方略」

「想像方略」についての因果関係は示せていないた
め、自己調整学習方略が学習効果に影響したかどう
かは不明である。そして調査は、自己練習実施の 8
か月後に行われたため、研究協力者の記憶が鮮明に
表されているとは限らず、回答に希薄化が生じた可
能性がある。

今後の課題は、HMD を導入しての使用のメリッ
ト、デメリットの検討を行うことと、研究協力者の
リクルート方法や調査時期を検討すること、調査票
の検討、複数の大学施設での調査を実施し、実習前
準備教育における VR 教材やシミュレーション教育
の有用性と学習効果を検討することである。

Ⅵ．結論
成人看護学急性期実習の実習前準備教育である学

内演習での VR 教材によるシミュレーション教育を
実施した。11 名の学生の調査より、VR 教材による
シミュレーション教育は術後患者の状態や術後患者
を取り巻く環境、術後患者のケアをイメージするの
に役立っていた。また、VR 教材による学習効果の
アンケートでは、全身麻酔下で手術を受ける患者の
術後合併症についての理解、観察ポイントの理解、
実習への意欲の平均得点が高かった。看護技術の習
得や動機づけに影響を与える「自己調整学習方略」
は、認知的側面の「理解・想起・体制化方略」と「リハー
サル方略」および動機づけ的側面のすべての方略に

おいて尺度合計得点の平均得点が高かった。さらに、
学習効果の質問項目である「急性期実習の自己練習
での VR 教材による演習によって、全身麻酔下で手
術を受けた患者の術後の観察のポイントがわかるよ
うになった」と看護技術の習得における「自己調整
学習方略」の「リハーサル方略」と「想像方略」は、
有意な正の相関がみられた。

以上のことから、成人看護学急性期実習の実習
前準備教育における VR 教材を使用したシミュレー
ション教育は、学習者へ臨地実習への手がかりを与
え、見通しを導き、かつ「自己調整学習方略」の認
知的側面および動機づけ的側面に影響を与える学習
方法のひとつである可能性が示唆された。
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with コロナに向けた新たな地域貢献活動の検討

 　　研究報告者　 所属学部　　　看護学部 

研究代表者名　山下　麻実

１．研究の概要及び方法

2020 年より、新型コロナウイルス感染症（以下、コロナ）の感染拡大、およびその防止を目的として、

多くのイベントが中止や規模の縮小を余儀なくされてきた。しかしながら、コロナを完全になくすこ

とは難しい状態である。令和 5 年 5 月新型コロナウィルスが感染症 5 類に引き下げられたことにより、

新しい生活様式を取り入れ、コロナと共存する『with コロナ』の時代に突入した。

本学もコロナ感染拡大前は地域でのイベントの開催を定期的に実施していたが、コロナを機に地域

貢献活動の新たな方法を見いだせない現状があった。そこで、with コロナに向けた新たな地域貢献活

動のあり方を見出すことを目的に、コロナ以前に地域貢献活動をしていた研究者がフィールドに出向

いて、再始動を試みた。

まず、自治体で行われる保育園こども園等の施設長の関連会議および非営利団体である子育て支援

団体で、本学の紹介とこれまでの地域貢献活動の実績に関する情報を提供した。そして、令和 5 年度

は施設およびオンラインで 3 回研修会を実施した。研修内容は、「こどもの救急蘇生法」、「こどもに起

きやすい夏の事故」、オンラインでは「こどもに起きやすい病気とホームケア」を行った。また、今後

に向けて、青森県総合学校教育センターで行われた保育施設における医療的ケア基本研修で、小児看

護と保育 / 教育との連携の実際を視察した。

２．研究結果の公表（研究発表・著書・論文等）

なし
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被保護者の健康管理支援事業における子どもを養育する世帯への 
健康支援プログラムの開発

 　研究報告者　 所属学部　　　看護学部 

研究代表者名　久保木　紀子

１．研究の概要及び方法

本研究の目的は、被保護者健康管理支援事業における子どもとその養育者への健康支援のプログラ

ムを開発することである。そのために、子ども期に生活困窮世帯で育った若者の語り、および、生活

困窮世帯の児童・生徒への支援の実際を公立小中学校の教員のインタビューから、被保護者健康管理

支援事業で求められる健康支援について検討した。

生活困窮を子ども期に経験した 18 歳以上の大学生 6 名に半構造化面接を実施し、テキスト文章の質

的分析を行う形態素解析ソフト KH Coder を用いて階層的クラスタ分析を行った。結果は、「居場所」

や「仲間の存在」があること、「学びの場」の保障、「相談できる人と場所」があること、「今や未来

について考えられる」ことが求められていた。さらに、公立小中学校の教員のインタビューデータを、

質的記述的に分析した。「学校との情報共有」、「連携した支援」、「要保護児童対策地域協議会のコーディ

ネーション」、「養育者の健康状態に応じた支援」、「食事・清潔の保持などの健康生活支援」が重要で

あると示唆された。

２．研究結果の公表（研究発表・著書・論文等）

久保木紀子 , 川崎裕美 , 恒松美輪子 (2024). 子ども期に生活困窮を経験した若者の語りからの地域サポー

ト体制へのニーズ . 第 83 回日本公衆衛生学会総会，（示説 ).

久保木紀子 (2024). 生活保護受給世帯の子どもとその養育者への健康生活支援の取り組み . 第 83 回日

本公衆衛生学会総会シンポジウム 講演 .

久保木紀子 , 恒松美輪子 (2025). 学校における生活困窮世帯の児童・生徒への支援ー保健師に求められ

る役割の検討ー . 第 13 回日本公衆衛生看護学会学術集会 ,（口演 ).



－ 45 －

「いのちの教育」としての哲学対話の有用性に関する検討

 研究報告者　 所属学部　　　こども教育学部 

研究代表者名　持田　訓子

１．研究の概要及び方法

近年、こどもの自殺が増加し、2022 年には統計史上最多を記録するなど深刻な状況にあり、なかで

も高校生など青年期の自殺予防への取り組みは急務である。直截的な自殺予防教育はもとより、その

土台づくりとなる一次的援助サービスとして、いのちの尊厳や自尊感情の涵養、生きがいの創造など、

こどもたち一人ひとりの主観的ウェルビーイングを支える取り組みが肝要だと思われる。

本研究は高等学校において、いのちの尊厳や死生観、自分らしさ等をテーマとする哲学対話を実践し、

実践記録やアンケート結果の分析から、いのちの教育としての哲学対話の有用性や課題について検討

することを目的とする。

令和 5 年度は、公立の高等学校 2 校において参加者を募り、「いのちについて考える哲学対話」を試

行した。1 回 60 分として放課後に 3 回実施し、逐語記録作成のための音声データの収集および参加生

徒を対象としたアンケート調査を実施した。定量的回答は集計し、前後得点の比較には対応のある t 検

定を用いた。逐語記録およびアンケートの記述回答は質的帰納的に分析した。

２．研究結果の公表（研究発表・著書・論文等）

持田訓子（2024). 高等学校における哲学対話を応用した「いのちの教育」の有用性の検討―試行参加

者へのアンケート調査から―．日本学校心理学会第 26 回東京大会プログラム・発表論文集，97．
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こどもの自然体験に関する実態調査 
－日常生活における新治市民の森での自然体験の現状と課題－

 研究報告者　 所属学部　　　こども教育学部 

研究代表者名　根本　徹

１．研究の概要及び方法

本研究の目的は、平日の放課後、こどもが過ごす場所やその場所の満足感について、調査地域を「新

治市民の森」に限定した中で、その傾向を明らかにする事である。

調査対象は、新治市民の森に近くにある横浜市立新治小学校 (114 名 ) 及び、横浜市立十日市場小学

校 (336 名 ) の 4 ～ 6 年の児童である。アンケート調査にあたっては、Google フォームで実施した。なお、

本研究は横浜創英大学の研究倫理審査会の承認を得て行った ( 研究倫理審査会承認番号 2023-013)。

アンケートの結果としては、以下の 3 点が明らかになりつつある。

①こどもは、新治市民の森については知っているものの、放課後での利用はわずかである。

②こどもたちには、新治市民の森を日常的に自由に、快適に利用できていないことを残念に思い、ヒ

トやモノ、時間での改善を願う積極的な活用傾向の群と、概ね放課後の家での過ごし方には、概ね満

足もし、新治市民の森への興味は特に持っていない消極的な活用傾向の群との 2 極化を認めることが

できた。

③こどもの新治市民の森の利用や自然体験の大半は、学校教育のカリキュラムの実施によって辛うじ

て保障されている。

以上のことから、こどもの自然体験をより一層豊かにするには、現在で新治市民の森で実施されて

いるボランティア団体による体験プログラムに加え、本学の学生が、こどものニーズに応える形で、

自然体験の企画・実践を試みることの意義と価値とを確認することができた。

２．研究結果の公表（研究発表・著書・論文等）

根本徹 , 木野正一郎 , 田中浩之 (2024)．こどもの自然体験に関する実態調査―横浜市新治市民の森での

自然体験の現状から探る森林の学習の在り方―．日本社会科教育学会第 74 回全国研究大会 自由研

究発表，( 口演 ).
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学生の多様なニーズに応える包括的な学生支援体制の構築 
― 一人ひとりの未来の創造に向けて、ともに歩む学生支援を目指して ―

 研究報告者　 所属学部　　　こども教育学部・看護学部 

研究代表者名　濱田　唯 

共同研究者名　 大内　美智子 

横山　惠子 

持田　訓子 

小川　雅代 

久保木　紀子

１．研究の概要及び方法

本プロジェクトは、令和 4 年度に実施した「包括的な学生支援検討プロジェクト」に引き続き、学

生の大学生活のニーズの把握と支援を実施する「学生サポートセンター」の設置を目的とした全学的

な取り組みである。令和 4 年度に実施した学生へ健康調査の結果、多くの学生が身体的、精神的困難

を抱えていることが明らかになったことを踏まえ、令和 5 年 9 月から 12 月に「なんでも相談会」（12 回）

と「困りごと座談会」（1 回）を横浜創英大学本館入口にあるゲストルームで実施した。9 月・10 月は

1 時間の実施だったが、学生からの声を反映し、11 月・12 月は実施時間を 4 時間に延長した。困り

ごと座談会は 10 月にゲストルームで実施し、参加者と大学生活における困りごとを共有した。その他、

10 月に桜美林大学の学生ダイバーシティ支援室を視察し、取組における課題や成果等について情報収

集すると共に、意見交換を行った。

結果は、17 名の学生（こども教育学部 9 名、看護学部 8 名）から人間関係の悩み、学習面での悩み、

メンタルヘルスの悩み、実習の悩みについて相談があった。相談内容や学生の様子から、学生が安心

して相談できる先として、学生相談室や保健管理センターと同様に、学生サポートセンターにも需要

があることがわかった。この結果から、令和 6 年度に学生サポートセンターの正式な設置に至った。

２．研究結果の公表（研究発表・著書・論文等）

なし
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「全学的 BLS 教育プロジェクト」の提案

 研究報告者　 所属学部　　　看護学部・こども教育学部 

研究代表者名　杉山　洋介 

共同研究者名　 平野　友康 

本江　朝美

１．研究の概要及び方法

心停止傷病者に対して、直ちに自動体外式除細動器（Automated External Defibrillator : AED）での

除細動を含む一次救命処置（Basic Life Support : BLS）を実施することで、救命率だけでなく社会復帰

率を向上させることは重要な課題である。 

本学の学生は、多くが幼稚園教諭、保育士、看護師、保健師、養護教諭として就業するが、これら

の職業は厚生労働省が AED 講習を義務付けており、法的に義務の無い第三者の善意による応急救護で

はなく、注意義務が生じる業務上の救護が求められる。一般市民と同レベルの BLS で傷病者が死亡し

た場合や後遺症が残った場合、個人に損害賠償が求められるため、これらの職業に就く学生に対する

BLS 教育は重要であると言える。また、学生を預かり教育する教職員も同様に注意義務が発生するので、

教職員に向けた BLS 教育も必要であると言える。 

そこで本研究の目的は、BLS 教育プロジェクトの立ち上げを視野に、看護系学生、保育系学生の BLS

学習状況と認識の明確化として、講習のシミュレーションを行いながら研究計画の検討及び看護系学

生、保育系学生に対するアンケート調査のための研究倫理審査委員会への申請を行った。

２．研究結果の公表（研究発表・著書・論文等）

データ収集期間にあり、今後関連学会で結果を発表予定である。
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横浜創英大学　研究論集規程

（趣旨）

第 １条　この規程は、横浜創英大学（以下「本学」という。）が編集・発行する横浜創英大学研究論集（以

下 ｢研究論集｣ という。）に関し必要な事項を定めるものとする。

（目的）

第２条　研究論集は、本学専任教員及び第５条各号に掲げる者の研究成果を発表することを目的とする。

（編集の担当）

第 ３条　研究論集の編集は、図書・研究委員会（以下「委員会」という。）が担当することとし、委員会

は編集責任者を選任する。

２　委員会は、研究論集の編集の実務を行うために、委員会の下に編集会議を置く。

３　編集会議に関し必要な事項は、別に定める。

（発行責任者）

第４条　研究論集の発行責任者は、学長とする。

（投稿資格）

第５条　研究論集への投稿資格者は、本学専任教員のほか、次の各号に掲げる者とする。

　（１）本学非常勤講師

　（２）本学大学院に在学する者及び修了者

　（３）本学専任教員の共同研究者及びその他委員会が適切と認めた者

（発行）

第６条　研究論集の発行は、年１回とし、発行日は３月末日までとする。

（投稿）

第７条　研究論集への投稿は随時とする。

２ 　当該年度の研究論集に掲載を希望する投稿者は、９月末日までに研究論集投稿申込書に必要な事項

を記入の上、編集責任者に申し込み、１０月末日までに原稿を編集責任者に提出するものとする。

（査読及び審査）

第８条　投稿された論文については、原則として査読者３名による査読を行う。

２　編集会議は、査読結果に基づき、研究論集への掲載の可否に関わる審査を行う。

（著作権）

第 ９条　研究論集に掲載した著作物の著作権は、本学に帰属する。また、掲載論文は、本学ホームペー

ジ上に公開する。

（その他）

第 10 条　研究論集に関する事務は、学生支援課がこれを行う。

２　この規程に定めるもののほか、研究論集の論文種別、投稿、査読、審査等に関し必要な事項は学長
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が別に定める。

３　この規程の改廃は、運営会議の議を経て学長がこれを行う｡

附　則

１　この規程は、平成２４年９月２６日から施行する。

２　本規程に「横浜創英大学」とあるのは、「横浜創英大学及び横浜創英短期大学」と読み替える。

３　横浜創英大学紀要規程は廃止する。

４ 　第７条２の規定にかかわらず、平成２４年度研究論集に掲載を希望する場合は、以下の期限内に

投稿することとする ( 投稿申込み：１２月末日まで、原稿送付：１月末日まで )。

附　則

第９条の改正は、平成２６年４月１日から施行する。

附　則

平成２４年９月２６日施行の附則第２項は、平成２７年１０月３０日に削除する。

附　則

第５条、第８条、第９条及び第１０条の改正は、平成３１年４月１日から施行する。

附　則

第２条、第５条及び第７条から第１０条までの改正は、令和３年８月３日から施行する。
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横浜創英大学　研究論集投稿等要領

横浜創英大学研究論集規程第 10 条第２項の規定に基づき、研究論集投稿等要領を次のとおり定める。

１．研究倫理

研究における倫理的責任の観点から、すべての研究において研究倫理についての十分な配慮が必要

である。また、「人を対象とした研究」では、以下により研究倫理についての十分な配慮が確認されて

いる必要がある。

「横浜創英大学研究倫理審査会の承認、または、他の研究機関・学会等の研究倫理審査会の承認を得

ていること」

２．投稿から掲載・刊行まで

(1)  投稿申し込みは、研究論集編集会議 ( 以下「編集会議」) に随時申し込む。 

当該年度掲載希望の場合は、9 月末日までとする。

(2) 査読及び査読結果の審査により掲載の採否を判定する。

(3) 初校は、投稿者によって行う。

(4)  2 校は、編集会議で行う。

(5) 論文は、横浜創英大学ホームページに掲載し、機関リポジトリに登録の上公開する。

(6) 研究論集を刊行する。

３．論文の種別

論文の種別は、原著論文、総説、研究報告、資料、その他とし、本学の発展と研究の推進に寄与す

るもので、かつ他誌に既発表及び発表予定のないものに限る。

原著論文： 独創性に富み、新しい知見が論理的に示されており、学問的に意義が明らかなもの

総　　説： 特定のテーマについて多面的に知見を集め、文献等をレビューし、総合的に学問的状況

を考察したもの

研究報告： 原著論文には及ばないが、研究結果としての意義が大きく、発表価値が認められるもの

資　　料： 研究報告には及ばないが、有用な調査データ、事例報告、実践報告を含み、学術研究の

観点から記録に留める価値があるもの

そ の 他： 速報性、新規性、アイディアなどに重点を置いた研究ノート、本学ならびに学部が主催し

た学術集会記録など編集会議が適当と認めたもの

４．論文の分量

論文の分量は、論文表題・投稿者名等、図表、抄録、英文抄録、脚注、文献リストを含め、刷り上

がりで 12 頁以内とする。

５．論文の記述

論文の記述は、原則として次の順序とする ( 様式３参照 )。

(1) 1 ページ目に、次の内容を記載する。 

申請論文種別 ( 原著論文、総説、研究報告、資料、その他のいずれか )、論文表題、投稿者名、英

文表題、英文投稿者名、キーワード、英文キーワード、和文抄録、Abstract( 英文論文、原著論文

では必須 )、投稿者の所属 ( 和文、英文 )

(2) 2 ページ目以降に、本文を記載する。
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６．キーワード

キーワードは、和文、英文ともに、3 語以上 5 語以内とする。

７．抄録 ( 和文 )・Abstract ( 英文 )

(1) 抄録の分量、ならびに、使用文字の大きさは以下のとおりとする。 

和文　全種別の論文に必須 700 字以内、10P、明朝体 

英文 (Abstract)　和文原著論文では必須 350 語以内、10P、Times New Roman

(2) 抄録は、和文、英文ともに、以下の見出しをつけて記述することを原則とする。 

目的 (Objective)、方法 (Methods)、結果 (Results)、結論 (Conclusion)

８．本文見出しと掲載順序

本文の形式は、Ａ４版、10P、MS ワード使用。和文の場合は、明朝体、2 段組、１行 21 字、１ 頁 

42 行とする。英文の場合は、12P、Times New Roman、１頁 42 行とする。余白は、上 35㎜、下 30㎜、

左 30㎜、右 30㎜とする。

章立ては、ローマ数字（Ⅰ．Ⅱ．Ⅲ． ・・・）とし、小見出しは任意とする。記載順序は、例であり、

章立ては投稿者に委ねることとする。

例　Ⅰ．はじめに

　　Ⅱ．目的

　　Ⅲ．方法

　　Ⅳ．結果

　　Ⅴ．考察

　　Ⅵ．結論

必要に応じて、脚注、引用文献リスト、参考文献リストを分けて結論のあとに記載すること。結論

のあとに謝辞、COI 等の項を設けることができる。

また、当該研究遂行や論文作成に際し、企業・団体等からの研究費助成、試料提供、便宜供与など

の経済的支援を受けた場合は謝辞に記載する。

なお、既発表の研究を新たにまとめ直した場合に該当する場合もその旨を記載すること。

９．引用文献

(1) 本文中の記載 

　文献の引用は、論文に直接関係のあるものに留め、本文中では引用部位に、著者の姓、発行年

< 西暦 > を、以下の書式で記載する。

① 本文中で文献の一部を直接引用するときは、引用した語句または文章を、和文の場合には「」、英

文の場合には “　” でくくる。

　［例］ 岸ほか（1998）によれば、「・・・・」 

「パンとバラの時代のスポーツ」（長洲 ,1998）という標語は…． 

“interpretive cultural research”（Harris,1998） の視点…．

書籍からの本文引用が複数箇所にわたる場合は、本文中の引用箇所で該当ページを記載する。

　［例］ 岸（1998, pp.50-51）もしくは（岸 , 1998, pp.50-51） 

書籍からの本文引用が１箇所の場合は、文献リストに該当ページを記載する。本文中の記

載はページを記載しない。

　［例］岸（1998）もしくは  ( 岸 , 1998) 

② 著者が 3 名以内の場合、和文の場合にはカンマ（,）を用いてつなぐ。英文では、著者が 2 名の場

合は “&” でつなぎ、3 名の場合は、最初の 2 名は “,”（カンマ）を用いてつなぎ、最後を “&” でつなぐ。

　［例］ 渋谷 , 山下（1987）によれば、「・・・・」 
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「・・・・・」（竹下 , 原宿 , 代々木 ,1998) という結論は…． 

“ . . . . . ” （Hall,Park & Harris,1998) という考え方には…．

③ 著者が 4 名以上の場合は、筆頭著者の姓の後に、和文の場合には「ほか」、英文の場合には “et al.”

を用い略記する。

　［例］ 「・・・・・」（井頭ほか ,1998) という結論は…． 

“ . . . . . ”（Harris  et al., 1998) の視点は…．

④複数の文献が連続する場合はセミコロン（;）でつなぐ。

　［例］ 身体活動のＧ減少は心疾患危険因子を増加させるという報告 

（Morris et al., 1980; Paffenbarger et al., 1978）

⑤本文中に注を入れる場合は、必要箇所に（注１）（注２）・・・と記す。

(2) 文献リストの記載 

　文献リストには、以下の形式で筆頭著者のアルファベット順に記載する（各文献の最後には “. ”

（ピリオド）をつける）。

①編著者名・発行年・表題

 　著者名は、3 名までの場合は “,”( カンマ ) で区切って記載する（和文はフルネーム、英文は姓の

みフルスペル、その他はイニシャルのみ）。4 名以上の場合は、最初の 3 名を記載し、その後に 

「, ほか」[, et al.] を用い、略記する。

　表題は、フルタイトルを記載する。

 　発行年は西暦で記載し、同一著者、同発行年の複数の文献を引用した場合は発行年の後に a,b,c, 

…をつける (1999a,1999b)。

②雑誌の場合

　＜著者名 ( 発行年 ). 表題 . 雑誌名 , 巻数（号数 ), 頁 - 頁 . ＞

　［例］ 立石憲彦 (1990). 微小血管における赤血球からの酸素の放出速度の測定 

　－装置の開発とラット腸間膜での測定－．日本生理学雑誌 , 52, 23-35． 

Sloniger, M.A., Cureton, K.J. & Evans,E.M.(1998). Anaerobic capacity and muscle  

　activation during horizontal and uphill running. J.Appl.Physiol., 83(1), 262-269.

③単行本の場合

　＜編著者名 ( 発行年 ). 書名 . 発行所＞

　［例］ 子安増生 , 白井利明 ( 編 )(2011). 時間と人間 . 新曜社． 

Spencer,C. ＆ Blades,M. (2006).  Children and their Environment. Cambridge  

　University Press.

書籍全体の要約引用や同一書籍からの本文引用が複数箇所にわたる場合の書式

　［例］土居健郎 (1992). 新訂 方法としての面接 臨床家のために . 医学書院 .

同一書籍からの本文引用が 1 箇所の場合の書式

　［例］土居健郎 (1992). 新訂 方法としての面接 臨床家のために (pp.50-51). 医学書院 .

④編著本の章を引用した場合 

　＜著者名 ( 発行年 ). 章タイトル . 編者名 ( 編 ), 書名 (pp. 頁 - 頁 ). 発行所 . ＞

　( 英文の場合、編著者名の前に、“In” をつける )

　［例］ 新島龍美 (1990). 日常性の快楽 . 市川浩ほか ( 編 ), 技術と遊び (pp.355-426). 岩波書店． 

Armstrong, D. (2019). Malory and character. In M. G. Leitch & C. J. Rushton (Eds.), A  

　new companion to Malory (pp. 144-163). D. S. Brewer.

⑤翻訳書の場合

 　原著者の姓をカタカナ表記し、その後ろに（原書出版年 / 翻訳書出版年）をつけて、訳者の姓名

を記入。共訳の場合はカンマ（,）で、訳者が 4 人以上の場合は「ほか ( 訳 )」と省略して筆頭訳者

だけ記入する。



－ 54 －

　原書の書誌データは投稿者が必要と判断した場合に最後に <> 内に付記する。

　［例］ ブ ルーム（1987/1988）. 菅野盾樹ほか ( 訳 ).　アメリカン・マインドの終焉 . みすず書房 . 

<Bloom, A. (1987).  The closing of the American mind. Simon & Schuster.>

⑥ URL の場合

 　著者名もしくは作成主体 ( 公表年または最新の更新年）. 当該情報のタイトル . URL アドレス（閲

覧日）

　［例］ 厚生労働省（2002）. サービス供給における契約について . 

http:// ….html(2020.5.12）

10．図表

・ 図表それぞれに、番号とタイトルを付ける。（表の場合は上部、図の場合は下部） 

［例］( 図 1 加齢による代謝量の変化 )、( 表 2 職種と就業動機ならびに就業開始年齢 )

・ 本文中に挿入箇所を明記する。 

( 図表を本文に貼り付けて直接指定してもよい )

・図表の転載の場合は出典を必ず明記する。

11．用字・用語

用字・用語は、原則として常用漢字、ひらがなを使用する。学術用語は、一般化されているものを

用いる。

12．単位・記号

単位は、国際単位系を使用し、m、cm、ml、dl、g、kg などとする。数字は、半角算用数字 1,2,3,････

を用いる。

13．投稿者の文献等の表記

投稿原稿中、投稿者の文献等を表記する場合は、著者名を表記する（匿名で査読を行っているため「著

者」「拙著」等としない）。

14．英文のネイティブチェック

英文原稿 ( 本文、抄録とも ) は、投稿者の責任でネイティブチェックを済ませた上で投稿する。

15．研究論集関係文書・フォーマット

研究論集に関わる以下の文書は、サイボウズの「ファイル管理」－「図書・研究委員会」からダウンロー

ドできる。

・横浜創英大学研究論集規程

・横浜創英大学研究論集投稿等要領

・研究論集投稿申込票 ( 様式１)

・研究論集原稿送付票 ( 様式２)

・論文様式 ( 様式３)

16．投稿申し込み

「横浜創英大学研究論集投稿申込票」( 様式１)( プリントアウトおよび電子ファイル ) を、編集会議に

提出する。

投稿申し込みの方法は、次のいずれかによる。

(1) 編集会議に直接提出
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(2) 編集会議に郵送

(3)  E-mail (ronsyu@soei.ac.jp：この場合は、プリントアウトの送付は不要 ) 

ファイル名は、「筆頭著者フルネーム投稿申込票 .xlsx」 

　例：「創英花子投稿申込票 .xlsx」

17．投稿 ( 原稿等の送付 )

投稿にあたっては、以下 (1) ～ (3) を編集会議宛にメールにて送付する。

(1) 原稿送付票 

原稿送付票 ( 様式２) フォーマットに従って作成する。 

ファイル名は、「筆頭著者フルネーム原稿送付票 .docx」とする。 

　例：「創英花子原稿送付票 .docx」

(2) 原稿 

論文様式 ( 様式３) フォーマットに準じて作成する。 

ファイル名は、「筆頭著者フルネーム論文様式 .docx」とする。 

　例：「創英花子論文様式 .docx」

(3) 図表　ファイル形式は、原則として次に限る。 

(jpg，jpeg，gif，bmp，png，pdf，ppt，pptx，doc，docx，xls，xlsx) 

図表ごとに、ひとつのファイルとする。 

ファイル名は、 「筆頭著者フルネーム図 X.（拡張子）」 

「筆頭著者フルネーム表 X.（拡張子）」

 　例 :「創英花子図 1.jpg」、「創英花子表 1.xlsx」 

図表を本文に貼り付けた場合でも、原図、原表とそのファイルを添付する。

18．査読・審査

投稿された論文については、査読者 3 名による査読を行い、査読結果をもとに掲載の可否について

編集会議で審査する。原著論文の査読では、査読者 3 名のうち 1 名を学外者とする。種別〔その他〕

については、編集会議で査読を行う。

(1) 初回の査読 

　査読者は、査読結果を、以下の基準により編集会議に報告する。 

Ａ 掲載可：無条件に掲載可。 

Ｂ 条件付き掲載可：修正意見にもとづく論文の修正を求める。 

Ｃ  論文種別変更により掲載可：論文種別変更は、原則として、原著論文→研究報告、原著論文→

資料、研究報告→資料のいずれかとする。

 Ｄ 掲載不可

(2) 初回査読の修正意見にもとづく論文の修正 

　「Ｂ条件付き掲載可」「Ｃ論文種別変更により掲載可」とされた査読結果については、編集会議

から投稿者に修正意見を通知するとともに、期限をつけて論文の修正を求める。

(3)  2 回目の査読 

　期限内に送付された修正論文については、修正意見を提示した査読者に 2 回目の査読を依頼し、

以下の基準による査読結果の報告を求める。 

Ａ 掲載可：無条件に掲載可。 

Ｃ  論文種別変更により掲載可：原著論文 → 研究報告、原著論文 → 資料、または、研究報告 → 

資料として掲載可。

 Ｄ 掲載不可 

　期限内に修正論文が提出されない場合には、当該査読者の査読結果を「Ｄ 掲載不可」として取
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り扱う。

(4) 審査 

　編集会議は、査読結果にもとづき、以下の基準により掲載の可否に関わる審査を行う。 

Ａが 2 名以上 申請した論文種別で掲載可とする。 

Ｄが 2 名以上 掲載不可とする。 

Ｃが 2 名以上  論文種別変更による掲載可とし、投稿者がこれを承認した場合は論文種別変

更の上掲載する。

 Ａ , Ｃ , Ｄ各 1 名  論文種別変更による掲載可とし、投稿者がこれを承認した場合は論文種別変

更の上掲載する。

19．校正

①初校は投稿者によって行う。

 　投稿者は、初校ゲラを点検し、期日までにゲラ ( 修正が必要な場合には修正済みゲラ ) を編集会

議に返送する。

　( 修正にあたっては、組版面積に影響を与えるような改変や組み換えは認めない )

② 2 校は、編集会議で行う。

20．横浜創英大学ホームページ及び機関リポジトリでの公開 

編集会議で掲載可となった論文は、横浜創英大学ホームページ及び機関リポジトリに全文公開する。

横浜創英大学研究論集への投稿があった時点で、投稿者が投稿論文の公開について同意したものと 

する。

21．この要領の改廃は、学長がこれを行う｡
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附 則

１ この要領は、平成 26 年 4 月 1 日から施行する。

２  横浜創英大学研究論集投稿要領 ( 平成 24 年 9 月 26 日改訂版 ) 及び横浜創英大学研究論集投稿の手

引きは廃止する。

附 則

1. 及び 16. の改正は平成 29 年 9 月 1 日から施行する。

附 則

1.、2. 及び様式１の改正は平成 30 年 4 月 1 日から施行する。

附 則

3.、4.、5.、17. 及び様式１、２の改正は平成 31 年 4 月 1 日から施行する。

附 則

名称、前文、1. から 21. まで（3.、6. 及び 11. を除く）、様式１、様式２及び様式３の改正は令和 3 年 

8 月 3 日から施行する。

附 則

4.、及び様式１の改正は令和 4 年 7 月 14 日から施行する。

附 則 

2. (5)、9.(1) ① , (2), ② , ③ , ④、及び 20. の改正は令和 5 年 4 月 1 日から施行する。
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「「横横浜浜創創英英大大学学研研究究論論集集」」投投稿稿申申込込票票  ((様様式式１１))  
  

 

連連絡絡者者名名   

E-mail  

電 話  
 

研研究究倫倫理理ににつついいててのの確確認認 

（（11））研研究究倫倫理理審審査査ににつついいてて  
［ ］ 横浜創英大学研究倫理審査会の承認を得ている。 
［ ］ ［                              ］で研究倫理に関する承認を得ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

［ ］ 研究倫理審査を必要としない。 

（（22））投投稿稿内内容容ににつついいてて 
［ ］ 研究倫理・プライバシーについて十分注意して投稿している。 

 

 

 （不正行為の例：捏造、改ざん、盗用、二重投稿、不適切なオーサーシップ等） 
 

論論文文種種別別 選択：（原著論文，総説，研究報告，資料，その他） 

論論文文表表題題  
  

（和文） 
 

  

（英文） 
 

副副表表題題（（任任意意））  

（和文）  

（英文）  

  著者名（論文に記載する順に記入してください。） 

 

申申しし込込みみ年年月月日日   年 月 日 

1．氏 名 
（和）  
（英） 

所属機関 
（和）  
（英） 

所属部署 
（和）  
（英） 

2．氏 名 
（和）  
（英） 

所属機関 
（和）  
（英） 

所属部署 
（和）  
（英） 

3．氏 名 
（和）  
（英） 

所属機関 
（和）  
（英） 

所属部署 
（和）  
（英） 

4．氏 名 
（和）  
（英） 

所属機関 
（和）  
（英） 

所属部署 
（和）  
（英） 

5．氏 名 
（和）  
（英） 

所属機関 
（和）  
（英） 

所属部署 
（和）  
（英） 
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横浜創英大学研究論集原稿送付票             (様式２) 

提出年月日 年  月  日 論文種別 

 

原著論文  総説    研究報告 
 

資料     その他 
 

 氏  名 電  話 E-mail 

筆頭著者    

連絡責任者    

(連絡責任者住所) 

本文原稿枚数 (  )枚 図の件数 (  )件 表の件数 (  )件 電子媒体個数 (  )個 

論論文文表表題題  

－－副副表表題題－－  
和文 

 

 

 

 
 

著著者者（（筆筆頭頭著著者者・・○○○○○○・・◇◇◇◇◇◇・・．．．．．．．．．．．．））  和文 
 

 

論論文文表表題題  

－－副副表表題題－－  
英文 

 

 

 

 
 

著著者者（（筆筆頭頭著著者者,,○○○○○○,,◇◇◇◇◇◇,,．．．．．．．．．．．．））  英文 
 

 
 

キキーーワワーードド((55個個ままでで))    
和文: 

 

英文: 
 

*著者が複数の場合は、それぞれの著者に１）２）をつけ、以下に所属を記載する 

１）和文 英文 

２）和文 英文 

３）和文 英文 

・3件以上の場合は、次ページを利用。 

 

「「横横浜浜創創英英大大学学研研究究論論集集」」投投稿稿申申込込票票  ((様様式式１１))  
  

 

連連絡絡者者名名   

E-mail  

電 話  
 

研研究究倫倫理理ににつついいててのの確確認認 

（（11））研研究究倫倫理理審審査査ににつついいてて  
［ ］ 横浜創英大学研究倫理審査会の承認を得ている。 
［ ］ ［                              ］で研究倫理に関する承認を得ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

［ ］ 研究倫理審査を必要としない。 

（（22））投投稿稿内内容容ににつついいてて 
［ ］ 研究倫理・プライバシーについて十分注意して投稿している。 

 

 

 （不正行為の例：捏造、改ざん、盗用、二重投稿、不適切なオーサーシップ等） 
 

論論文文種種別別 選択：（原著論文，総説，研究報告，資料，その他） 

論論文文表表題題  
  

（和文） 
 

  

（英文） 
 

副副表表題題（（任任意意））  

（和文）  

（英文）  

  著者名（論文に記載する順に記入してください。） 

 

申申しし込込みみ年年月月日日   年 月 日 

1．氏 名 
（和）  
（英） 

所属機関 
（和）  
（英） 

所属部署 
（和）  
（英） 

2．氏 名 
（和）  
（英） 

所属機関 
（和）  
（英） 

所属部署 
（和）  
（英） 

3．氏 名 
（和）  
（英） 

所属機関 
（和）  
（英） 

所属部署 
（和）  
（英） 

4．氏 名 
（和）  
（英） 

所属機関 
（和）  
（英） 

所属部署 
（和）  
（英） 

5．氏 名 
（和）  
（英） 

所属機関 
（和）  
（英） 

所属部署 
（和）  
（英） 
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＜申請論文種別＞(10P) 論文様式（様式３） 
 

 

□□□□□□□□□論文表題(13P)□□□□□□□□□□ 
－□□□□□□□副表題(13P)□□□□□□□□－ 

 
□□著者１□□１）・□□著者２□□２）(12P) 

▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯英文表題(12P)▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯ 
－▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯英文副表題(11P)▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯－ 

▯▯▯▯英文著者１▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯, ▯▯▯▯▯英文著者２▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯(11P) 

 
キキーーワワーードド((太太字字))：□□□□  □□□□□□□□ □□□□(10P) 

KKEEYYWWOORRDDSS((太太字字)): ▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯, ▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯, ▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯(10P) 

 

 

抄抄録録((1100..55PP，，太太字字))  

目目的的((太太字字))：：□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

方方法法((太太字字))：：□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

結結果果((太太字字))：：□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

結結論論((太太字字))：：□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

(10P，700 字以内) 

 
AAbbssttrraacctt((1100..55PP，，太太字字))  

OObbjjeeccttiivvee((太太字字))::  ▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯

▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯ 

MMeetthhooddss((太太字字))::    ▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯

▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯ 

RReessuullttss((太太字字))::  ▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯

▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯

▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯ 

CCoonncclluussiioonn((太太字字))::  ▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯

▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯(10P，350 語以内) 

 

 

 

1）著者１所属和文 著者１所属英文， 2)著者２所属和文 著者２所属英文 (10P)   
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II．．ははじじめめにに  

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□ 

 

ⅡⅡ．．目目的的  

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

  

＜申請論文種別＞(10P) 論文様式（様式３） 
 

 

□□□□□□□□□論文表題(13P)□□□□□□□□□□ 
－□□□□□□□副表題(13P)□□□□□□□□－ 

 
□□著者１□□１）・□□著者２□□２）(12P) 

▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯英文表題(12P)▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯ 
－▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯英文副表題(11P)▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯－ 

▯▯▯▯英文著者１▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯, ▯▯▯▯▯英文著者２▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯(11P) 

 
キキーーワワーードド((太太字字))：□□□□  □□□□□□□□ □□□□(10P) 

KKEEYYWWOORRDDSS((太太字字)): ▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯, ▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯, ▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯(10P) 

 

 

抄抄録録((1100..55PP，，太太字字))  

目目的的((太太字字))：：□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

方方法法((太太字字))：：□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

結結果果((太太字字))：：□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

結結論論((太太字字))：：□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

(10P，700 字以内) 

 
AAbbssttrraacctt((1100..55PP，，太太字字))  

OObbjjeeccttiivvee((太太字字))::  ▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯

▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯ 

MMeetthhooddss((太太字字))::    ▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯

▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯ 

RReessuullttss((太太字字))::  ▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯

▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯

▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯ 

CCoonncclluussiioonn((太太字字))::  ▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯

▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯▯(10P，350 語以内) 

 

 

 

1）著者１所属和文 著者１所属英文， 2)著者２所属和文 著者２所属英文 (10P)   
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